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ゴールまであと少し！

晴れ渡る秋空の下、運動会が各所で開催されました。

&議会だより
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まちの人口
（平成26年9月30日現在）2014

November
Vol.25811 人　口

　男　
　女　
世帯数

9,678人
4,586人
5,092人

3,232世帯

前年同月比
（平成25年9月30日現在）2014

November
Vol.25811 9,697人

4,583人
5,114人
3,206世帯
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幼児教育
センター

9/21
江北小学校

※町民体育大会は、台風 19 号の接近に伴い、残念ながら中止となりました。
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写真左から　　江北町代表　るんびに園代表　
江北町社会福祉協議会代表　しゃくなげ代表
計 4団体間で、協定を締結しました。

１
位
　
上
分
区

２
位
　
東
分
区

３
位
　
東
区
区
、
八
町
北
区

　
去
る
８
月
上
旬
、武
雄
市

で
開
催
さ
れ
た
佐
賀
県
身

体
障
害
者
福
祉
大
会
で
、坂

元
豊
さ
ん
（
土
元
区
）が
団

体
育
成
功
労
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
坂
元
さ
ん
は
、江
北
町
障

害
者
福
祉
協
会
役
員
と
し

て
福
祉
増
進
と
会
員
の
団

結
に
尽
力
し
、団
体
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

に
お
力
添
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル
で
、に
じ

い
ろ
文
庫
主
催
、く
す
の
き
し
げ
の

り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
く
す
の
き
し
げ
の
り
先
生
は
、

「
お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に
」等
の

優
れ
た
児
童
文
学
を
多
数
執
筆
さ

れ
て
お
り
、佐
賀
県
で
の
講
演
は
初

め
て
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
子
ど
も
の
心
の
声
や
、仕
草
を
見

逃
さ
ず
、愛
情
豊
か
に
接
す
る
こ
と

の
重
要
さ
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
100
人
を
超
え
る
受
講
者
は
、時

折
り
強
く
頷
き
な
が
ら
、真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
花
山
球
場
で
区
対
抗
軟
式
野

球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
声
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
文

句
な
し
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
披

露
。
大
健
闘
の
試
合
ば
か
り
で

し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
上
分
区
は
前
年
度
に
引
き
続

き
連
覇
と
な
り
ま
す
。

　
町
内
の
福
祉
施
設
と
「
災
害

時
等
に
お
け
る
福
祉
避
難
施
設

の
設
置
・
運
営
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
災
害
時
に
一
般
避

難
所
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難

な
要
支
援
者
が
発
生
し
た
場

合
、
町
か
ら
の
依
頼
で
福
祉
避

難
所
と
し
て
開
設
、
受
入
を

行
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の

で
す
。

　
田
中
町
長
は
、
「
土
砂
災
害

な
ど
各
地
で
災
害
が
発
生
し
て

お
り
、
わ
が
町
も
い
つ
こ
の
よ

う
な
災
害
が
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
の
で
、
今
回
の
協
定
は

大
変
心
強
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
内
に
住
む
99
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、

田
中
町
長
が
訪
問
し
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
訪
問
者
の
中
に
は
、

玄
孫
（
ひ
孫
の
子
ど

も
）が
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
も
い
て
、100
年
の
重

み
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　
江
北
町
に
は
現
在
、

100
歳
以
上
の
高
齢
者

が
５
人
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
最
高
齢
者
は
、藤
瀬

ト
ヨ
さ
ん
（
西
分
区
）

で
年
齢
は
105
歳
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、末
永
く

お
元
気
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
ね
。

9/7・14 区対抗軟式野球大会

9/19

10/4

福祉施設と災害協定を締結しました

　
佐
賀
市
で
開
催
さ
れ
た
地
域
安
全
・暴
力
追
放
県
民
大
会
で
、藤

瀬
眞
範
さ
ん
（
東
分
区
：写
真
右
）が
、防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
藤
瀬
さ
ん
は
、江
北
町
防
犯
推
進
協
議
会
（
ビ
ッ
キ
ー
隊
）で
、長

年
に
渡
り
少
年
の
非
行
防
止
及
び
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全
国
地
域
交
通
安
全
運
動
中
央
大

会
で
、ビ
ッ
キ
ー
隊
が
功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
ビ
ッ
キ
ー
隊
は
、高
祖
正
幸
さ
ん
（
宿
区
：写
真
左
）を
会
長
と
す

る
地
域
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。定
期
的
に
町
内
全
域
の
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
て
、そ
の
活
動
は
10
年
以
上
に
渡
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、ま
ち
の
安
心
と
安
全
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

藤瀬眞範さん（東分区）防犯功労者表彰受賞

まちの話題 TOPIC NEWS
おめでとうございます　高齢者訪問

坂元豊さん（土元区）　団体育成功労賞受賞

江北町防犯推進協議会（ビッキー隊）  功労ボランティア団体表彰受賞くすのきしげのり講演会
藤瀬トヨさん（西分区：105歳） 田島ヨネさん（新宿区：99歳） 諸富リヱさん（西分区：101歳）

土井チエさん（下惣区：102歳） 柿塚コノさん（新宿区：100歳） 古賀ツマさん（西分区：101歳）

※

年
齢
は
平
成
26
年
９
月
1
日
現
在

や
し
ゃ
ご
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　子どもの生活の中核をなす「遊び」。
　遊びの中で子どもはわくわくした緊張感や達成感、あるいは解放感や充実感を味わいながら、あ
る種の能力や見通しを獲得していきます。出発点は興味や関心を持った身近な環境とのかかわり
であり、遊び手の自発性に支えられて展開していきます。
　「遊び」は幼児の発達の上からも、人格形成の基礎づくりという点からも、実は大変重要な意味を
持っています。
　幼児期においては「遊び」＝「学び」です。子ども達は「遊び」の中で五感を通してたくさんのこと
を学んでいます。子ども達はやりたい遊びを自分で決め、人や物とのかかわりあいの中でやり遂げ
た達成感や喜びだけでなく、葛藤、失敗、挫折感も大いに経験します。子どもが主体的に遊ぶことに
よって、今の生活で必要なことを獲得し、新たな力を身につけ、身につけた力は、たった今生きてい
る自らの生活世界の中で使っていきます。
　また、人とのかかわり方の基礎が身につく時期はだいたい６歳までといわれており、それは子ど
もが幼稚園、保育園に通う時期と重なります。幼児期の集団生活の意義はここにあると思います。
幼稚園、保育園は人とのかかわり方を学ぶ場なのです。そしてそれは、主として「遊び」を通して学
び育っていきます。幼稚園、保育園ではできるだけ多くの友だちと接し、たくさんの葛藤体験を経
験し、いろいろな問題解決のパターンを経験しながら人に対する適応力を身につけることが大切
です。昨今、幼稚園から小学校、中学校、高等学校、特別支援学校まで学校教育の基本理念は『生きる
力を育む』となっています。江北町の学校教育の基本方針も生きる力の基礎を育む教育を推進して
います。幼児教育においては、『生きる力』は「人とのかかわり」の中で育つものと捉えています。
　ところで、親が子どもに望むことはなんでしょうか。「賢い人になってほしい」「優しい人になっ
てほしい」「友だちから慕われる人になってほしい」「いい大学に入ってほしい」など、家庭によって
様々だと思います。しかし、「社会の情勢がどんなに変化しても適応して、心折れることがあって
も、心を立て直して前に進める強くたくましい人になってほしい」というところだけは、どの家庭、
どの親も共通しているのではないでしょうか。
　幼児教育の現場では、たくましく生き抜く「生きる力の基礎」を育むために重要なキーワードで
ある主体的な遊び（自分で選び・自分で考え・行動できる）、学び、意欲をどう実現していくか、環
境の在り方等について試行錯誤しながら保育に取り組んでいます。
　しかし、「遊び」というものが教育であるというのがなかなか理解されない面もあり、中には、つ
い目の前の「できること」にとらわれてしまいがちな大人の方もおられますが、幼児期に大切なこ
とは、与えられた課題をそつなくこなすことではなく、「生きた知恵」を学ぶ「生きた学習」なので
す。
　子ども達のこうした成長の過程で何より重要なのは、たっぷりとした愛情のもとで自己肯定感
を育むことです。いつでもどこでも見守られているという安心感が子どもの主体性を育むことに
つながります。
　親は時として、子どもが期待通りでなかったり、子どもの行動の意味がわからなかったりした時
など、子どもの可能性が信じられず、子どもに対してマイナスのイメージを持ったり、親の感情を
そのまま子どもに押しつけてしまったりしがちですが、どうぞ広い視野を持って、ゆっくりでも進
歩していく我が子を信頼していってほしいと思っています。
　町の宝である子ども達を、しっかりと社会に送り出せるよう、「子育て」ともにがんばりましょう。

【TEL 0952－86－4350　江北町幼児教育センター】

教 育 の
ス ス メ 幼児期における「遊び」の意義

江北町幼児教育センター所長　山 下  栄 子

詳しくは各戸配布しておりますチラシをご覧ください！

11/9（日） 長崎街道・小田宿まつりが開催されます！

長崎街道・小田宿のロマンに浸ろう！

お申し込み・お問合せ先：江北町役場　総務企画課　企画係　TEL86-5612

E-mail:bikkie@town.kouhoku.saga.jp

　長崎街道・小田宿は江戸時代にでき
た宿場町。各イベント会場を巡りなが
ら、江戸時代に商人や旅人の往来で賑
わった長崎街道を歩き、歴史に浸って
みよう！

上小田４地区を舞台としたおもてなし !

11/23（日）
ビッキーふれあい祭り2014開催イベント
ビッキージャンプ大縄跳び大会　ビッキー三輪車レース大会参加者大募集！

・参加人数　1チームあたり10名（うち2名は縄回し、縄回しは大人可）
・子どもの部賞品　優勝チーム15,000円分、2位10,000円分、3位5,000円分の図書券！
・大人の部賞品　優勝チーム30,000円、2位20,000円、3位10,000円の賞金！
・コスチューム等がユニークなチームへの賞もあり。

スタンプラリー完走者へ賞品あり！

　小田商店街組合店舗及び各イベント会
場を回るスタンプラリーを開催します。
　スタンプラリー完走者には小田商店街
組合店舗で使える商品券 500 円分と豪
華賞品が当たるお楽しみ抽選会への参加
権をゲット！

ビッキージャンプ大縄跳び大会

・幼児の部、小学生の部は三輪車レースの中盤でパン食い競走を行います。
・中学生の部は三輪車レースの中盤でコーラ早飲み競走を行います。
・入賞賞品　　1位 1,500 円分、2位 1,000 円分、3位 500 円分の図書券！

ビッキー三輪車レース大会　個人の部（幼児、小学生、中学生の部）

・家族対抗リレーの部及び一般リレーの部　参加人数　1チーム 4名
・リレーの部賞品　1位 15,000 円　2位 10,000 円、3位 5,000 円の賞金！

ビッキー三輪車レース大会　リレーの部（家族、一般の部）

みんなで
参加しよう！

　上区区、石原区、観音下区、石原区
を舞台として、楽しいイベントが盛り
だくさんです。
　配布していますチラシに開催時間が
書かれています。お友達をお誘いあわ
せのうえ、気軽に興味のある場所へお
越しください！
　たくさんの皆さんのご来場をお待ち
しております！
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　子どもの生活の中核をなす「遊び」。
　遊びの中で子どもはわくわくした緊張感や達成感、あるいは解放感や充実感を味わいながら、あ
る種の能力や見通しを獲得していきます。出発点は興味や関心を持った身近な環境とのかかわり
であり、遊び手の自発性に支えられて展開していきます。
　「遊び」は幼児の発達の上からも、人格形成の基礎づくりという点からも、実は大変重要な意味を
持っています。
　幼児期においては「遊び」＝「学び」です。子ども達は「遊び」の中で五感を通してたくさんのこと
を学んでいます。子ども達はやりたい遊びを自分で決め、人や物とのかかわりあいの中でやり遂げ
た達成感や喜びだけでなく、葛藤、失敗、挫折感も大いに経験します。子どもが主体的に遊ぶことに
よって、今の生活で必要なことを獲得し、新たな力を身につけ、身につけた力は、たった今生きてい
る自らの生活世界の中で使っていきます。
　また、人とのかかわり方の基礎が身につく時期はだいたい６歳までといわれており、それは子ど
もが幼稚園、保育園に通う時期と重なります。幼児期の集団生活の意義はここにあると思います。
幼稚園、保育園は人とのかかわり方を学ぶ場なのです。そしてそれは、主として「遊び」を通して学
び育っていきます。幼稚園、保育園ではできるだけ多くの友だちと接し、たくさんの葛藤体験を経
験し、いろいろな問題解決のパターンを経験しながら人に対する適応力を身につけることが大切
です。昨今、幼稚園から小学校、中学校、高等学校、特別支援学校まで学校教育の基本理念は『生きる
力を育む』となっています。江北町の学校教育の基本方針も生きる力の基礎を育む教育を推進して
います。幼児教育においては、『生きる力』は「人とのかかわり」の中で育つものと捉えています。
　ところで、親が子どもに望むことはなんでしょうか。「賢い人になってほしい」「優しい人になっ
てほしい」「友だちから慕われる人になってほしい」「いい大学に入ってほしい」など、家庭によって
様々だと思います。しかし、「社会の情勢がどんなに変化しても適応して、心折れることがあって
も、心を立て直して前に進める強くたくましい人になってほしい」というところだけは、どの家庭、
どの親も共通しているのではないでしょうか。
　幼児教育の現場では、たくましく生き抜く「生きる力の基礎」を育むために重要なキーワードで
ある主体的な遊び（自分で選び・自分で考え・行動できる）、学び、意欲をどう実現していくか、環
境の在り方等について試行錯誤しながら保育に取り組んでいます。
　しかし、「遊び」というものが教育であるというのがなかなか理解されない面もあり、中には、つ
い目の前の「できること」にとらわれてしまいがちな大人の方もおられますが、幼児期に大切なこ
とは、与えられた課題をそつなくこなすことではなく、「生きた知恵」を学ぶ「生きた学習」なので
す。
　子ども達のこうした成長の過程で何より重要なのは、たっぷりとした愛情のもとで自己肯定感
を育むことです。いつでもどこでも見守られているという安心感が子どもの主体性を育むことに
つながります。
　親は時として、子どもが期待通りでなかったり、子どもの行動の意味がわからなかったりした時
など、子どもの可能性が信じられず、子どもに対してマイナスのイメージを持ったり、親の感情を
そのまま子どもに押しつけてしまったりしがちですが、どうぞ広い視野を持って、ゆっくりでも進
歩していく我が子を信頼していってほしいと思っています。
　町の宝である子ども達を、しっかりと社会に送り出せるよう、「子育て」ともにがんばりましょう。

【TEL 0952－86－4350　江北町幼児教育センター】

教 育 の
ス ス メ 幼児期における「遊び」の意義

江北町幼児教育センター所長　山 下  栄 子
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　平成27年度の入園申込から、子ども・子育て支援新制度という新しい制度が始まり、入園申込手続き
以外に認定申請という手続きが必要となります。
　この認定制度は、次の区分に応じてお子さんごとに認定を行い、認定証を交付するものです。
　認定証は、各入園希望施設の入園手続きの際に証明書として添付（※1）の必要があります。
　認定証の有効期限は、認定ごとの各有効期限までとなりますが、有効期間内であっても次年度の入園
申込の際には、別途現況届の提出が必要となります。

1号認定（幼稚園・認定こども園幼稚園）　　  幼稚園を希望する満3歳以上の小学校就学前のお子さん
2号認定（保育園・認定こども園保育園など）  保育を必要とする満3歳以上の小学校就学前のお子さん
3号認定（保育園・認定こども園保育園など）  保育を必要とする満3歳未満の小学校就学前のお子さん

江北幼稚園・江北保育園・永林寺保育園・町外保育園・町外認定こども園保育園

【認定の区分】

1号の認定証　小学校就学前まで
2号の認定証　小学校就学前まで
3号の認定証　満3歳の誕生日まで（誕生日以降は2号認定となります）

※１　江北町幼児教育センターで申込受付をする江北町幼児教育センター（幼稚園・保育園）、永林寺保育
園、町外各保育園、町外各認定こども園保育園については、手続きの簡素化のために入園申し込み
と認定申請を同時申請とする予定です。

　平成27年4月から江北町幼児教育センター（幼稚園・保育園）、永林寺保育園、町外各保育園、町外各認
定こども園保育園への入園を希望される方は、下記期間内に申し込みください。

【認定証の有効期限】

○配布日時：平成26年11月10日（月）～平成26年12月5日（金）※土・日曜日は除く
○配布場所：江北町幼児教育センター　及び　江北町教育委員会教育課
　　　　　　※江北町ホームページよりダウンロードもできます。

１．入園申込書・認定申請書の配布について

○申込期間：平成26年11月25日（火）～平成26年12月5日（金）※土・日曜日は除く
○申込方法：入園申込書・認定申請書に必要事項を記入の上、江北町幼児教育センター職員室
　　　　　（江北町幼児教育センター緑屋根側）へ直接ご持参ください。
　　　　　（※受付時に簡単な聞き取りをさせていただきます。）

２．入園申込書・認定申請書の提出について

入園申し込み・認定申請について【ご案内】

江北幼稚園・江北保育園・永林寺保育園・
町外保育園・町外認定こども園保育園への
入園を希望される保護者の皆様へ（お知らせ）

※その他ご不明な点は、江北町幼児教育センター（0952-86-4350）までお尋ねください。

施設区分

江北町幼児教育
センター
江北幼稚園

江北町幼児教育
センター
江北保育園

社会福祉法人
ひとのね
永林寺保育園

町外の保育園

町外の
認定こども園
保育園

定員 通園
区域

所在地
連絡先

山口 1153 番地
0952-86-4350

上小田 2378 番地
0952-86-5271

年齢
（※2）

3 歳児

～

5 歳児

江北町幼児
教育センター

及び
江北町

教育委員会
教育課

（原則）
江北町幼児

教育センター
及び

江北町
教育委員会

教育課（※3）

江北町幼児
教育センター

（原則）
江北町幼児

教育センター
（※3）

0 歳児

～

5 歳児

0 歳児

～

5 歳児

0 歳児

～

5 歳児

なし

80 名

90 名

各施設へ
お尋ね
ください

各施設へ
お尋ね
ください

町内
在住者
のみ

指定区域
なし

指定区域
なし

各施設へ
お尋ね
ください

各施設へ
お尋ね
ください

0 歳児

～

5 歳児

入園申込書
認定申請書
（配布）

入園申込書
認定申請書
（提出）

※2　年齢基準は、平成27年4月1日です。
※3　認定こども園保育園については、所在市町村によっては認定こども園保育園への直接申し込みで
　　  ある場合があります。予め入園希望の保育園へご確認ください。

○保育園の入園申し込みについては、申請書のほか就労証明書・自営申立書などの添付が必要です。
　（※添付必要書類については、入園申込書に同封の要項をご覧ください。）
○現在通園中の方で、引続き入園を希望される方も入園手続きが必要です。
○町外の保育園・町外の認定こども園保育園への入園を希望される方も、江北町幼児教育センターへの  
　申し込みが必要です。（※3）

３．町内各保育園・町外各保育園・町外各認定こども園保育園の保育要件について

４．その他留意事項

　町外各幼稚園と町外各認定こども園幼稚園へ入園希望の方は、原則は直接幼稚園へ入園申込・認定申
請をしていただく必要がありますが、園の所在市町村によっては、支給認定申請書のみ各市町村からの
受け取りになっている場合があります。あらかじめ入園希望の各幼稚園へお尋ねください。各市町村に
て受け取りの場合は、江北町幼児教育センターにてお受け取りいただけます。

５．町外の幼稚園・町外の認定こども園幼稚園へ入園希望の保護者の皆様へ

○ 就労（基本的にすべての就労形態に対応）
○ 妊娠、出産
○ 保護者の疾病、障害
○ 同居又は長期入院等している親族の介護・看護
○ 災害復旧にあたっている
○ 求職活動
○ 就学　など
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※その他ご不明な点は、江北町幼児教育センター（0952-86-4350）までお尋ねください。

施設区分

江北町幼児教育
センター
江北幼稚園

江北町幼児教育
センター
江北保育園

社会福祉法人
ひとのね
永林寺保育園

町外の保育園

町外の
認定こども園
保育園

定員 通園
区域

所在地
連絡先

山口 1153 番地
0952-86-4350

上小田 2378 番地
0952-86-5271

年齢
（※2）

3 歳児

～

5 歳児

江北町幼児
教育センター

及び
江北町

教育委員会
教育課

（原則）
江北町幼児

教育センター
及び

江北町
教育委員会

教育課（※3）

江北町幼児
教育センター

（原則）
江北町幼児

教育センター
（※3）

0 歳児

～

5 歳児

0 歳児

～
5 歳児

0 歳児
～

5 歳児

なし

80 名

90 名

各施設へ
お尋ね
ください

各施設へ
お尋ね
ください

町内
在住者
のみ

指定区域
なし

指定区域
なし

各施設へ
お尋ね
ください

各施設へ
お尋ね
ください

0 歳児

～

5 歳児

入園申込書
認定申請書
（配布）

入園申込書
認定申請書
（提出）

※2　年齢基準は、平成27年4月1日です。
※3　認定こども園保育園については、所在市町村によっては認定こども園保育園への直接申し込みで
　　  ある場合があります。予め入園希望の保育園へご確認ください。

○保育園の入園申し込みについては、申請書のほか就労証明書・自営申立書などの添付が必要です。
　（※添付必要書類については、入園申込書に同封の要項をご覧ください。）
○現在通園中の方で、引続き入園を希望される方も入園手続きが必要です。
○町外の保育園・町外の認定こども園保育園への入園を希望される方も、江北町幼児教育センターへの  
　申し込みが必要です。（※3）

３．町内各保育園・町外各保育園・町外各認定こども園保育園の保育要件について

４．その他留意事項

　町外各幼稚園と町外各認定こども園幼稚園へ入園希望の方は、原則は直接幼稚園へ入園申込・認定申
請をしていただく必要がありますが、園の所在市町村によっては、支給認定申請書のみ各市町村からの
受け取りになっている場合があります。あらかじめ入園希望の各幼稚園へお尋ねください。各市町村に
て受け取りの場合は、江北町幼児教育センターにてお受け取りいただけます。

５．町外の幼稚園・町外の認定こども園幼稚園へ入園希望の保護者の皆様へ

○ 就労（基本的にすべての就労形態に対応）
○ 妊娠、出産
○ 保護者の疾病、障害
○ 同居又は長期入院等している親族の介護・看護
○ 災害復旧にあたっている
○ 求職活動
○ 就学　など
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新地方公会計制度による江北町の資産と負債の状況をお知らせします
（平成24年度決算分）

● 貸借対照表

● 資金収支計算書 ● 行政コスト計算書

会計年度末における、町が持っている資産や負債の状況などの財政状況を表したものです。

町のどのような活動にお金が必要で、どのように賄っ
たかを表したものです。

● 町民１人あたりの資産・負債・行政コスト（※平成25年3月31日現在人口9,715人で計算しています。）

● 純資産比率（純資産/総資産）

資産：約449万円（前年度比：△1万円）　負債：約121万円（前年度比：△3万円）　
行政コスト：約49万円（前年比：+2万円）

会計年度の行政活動のうち資産の形成に結
びつかない経常的な費用を表したものです。

１．経常費用（総行政コスト）期首資金残高

■資産（江北町の資産） 24年度 23年度 増減

① 人件費　給料、報酬など

② 物件費　消耗品、維持補修など

③ 業務関連費用　公債費（利払い）など

④ 移転支出　社会保障費、補助金など

4,715544

当期資金収支額　　１＋２＋３ 5

期末資金残高（期首資金残高＋当期資金収支額） 549

１．経常的収支〔②収入－①支出〕 1,248

△ 787

△ 456

①経常的支出  人件費、補助金、社会保障関係

②経常的収入  町税、交付税、使用料など

4,334

5,582

２．資本的収支〔②収入－①支出〕

①資本的支出  資産形成などの支出

②資本的収入  資産売却などの収入

1,022

235

３．財務的収支〔②収入－①支出〕

①財務的支出  地方債の元利償還など

②財務的収入  地方債の借入など

1,010

554

【単位：百万円】

【単位：百万円】

【単位：百万円】

805

1,276

243

2,391

２．経常収益

① 業務収益　使用料、手数料

② 業務関連収入　利子収入など

655

純経常費用（純行政コスト）１－２ 4,060

444

211

１．金融資産

現金や基金等現金化する

ことが可能な資産

①資金

②金融資産（資金以外）

　有価証券・出資金など

13,521

549

12,972

13,242

544

12,698

279

２．非金融資産

道路、学校、庁舎など

①事業用資産

　売却できるもの

　建物、物品など

②インフラ資産

　売却できないもの

　道路、下水道など

30,105 30,742 △ 637

5

274

■負債（将来の負担）

資産合計 負債・純資産合計

■純資産（現世代までの税金・国県からの補助金など）

24年度 23年度 増減

１．流動負債

①地方債（短期）

　25年度返済の地方債

②その他（未払金など）

858

802

56

991

929

62

△133

純資産合計 31,844 31,860 △ 16

43,626 43,984 △ 358 43,626 43,984 △ 358

負債合計 11,782 12,124 △ 342

△127

△ 6

２．固定負債

①地方債

　26年度以降返済予定の地方債

②その他（引当金等）

支払済の正味資産

10,924

9,843

1,081

11,133

9,978

1,155

△ 209

△ 135

△ 744,639

25,466

4,863

25,879

△ 224

△ 413

　町の資産と負債を比較すると、負債の約4倍の資産を持っています。
　行政コストの約49万円のうち、行政サービスの対価として町のみなさんが負担いただいている使用料・手数料などの経
常収益は1人あたり約5万円です。

　町全体で資産は約436億円ありますが、そのうち約318億円はこれまで町のみなさんが作り上げてきたもの（純資産）
です。また負債のうち約106億円がこれまでに町が建物などを作ったり色々な事業を行ったときに借りたお金で今後返済
をしていかなければならないものです。
　町の純資産比率は約73％で全国水準の70％を少し上回ってます。今後もこの水準を下回らないような町運営に努めて
いきます。
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池
田　

平
成
16
年
に
、
厳
し

い
行
財
政
の
健
全
化
を
図
る

た
め
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

２
０
０
４
が
ま
と
め
ら
れ
た

が
、
10
年
目
を
向
か
え
成
果

及
び
達
成
度
を
伺
い
た
い
。

町
長　

行
政
内
部
の
改
革
で

①
組
織
・
機
能
の
見
直
し
は
、

13
の
課
が
10
課
に
統
合
。

②
定
員
管
理
の
適
正
化
は
、

１
１
４
名
の
職
員
が
99
名
で

15
名
の
削
減
。

③
人
事
・
給
与
の
適
正
化
は
、

現
給
保
障
の
廃
止
、
特
例
減

額
、
55
歳
か
ら
の
昇
給
抑
制
。

④
意
識
改
革
・
人
材
育
成
は
、

職
員
の
研
修
派
遣
と
専
門
講

師
を
招
き
研
修
会
を
実
施
。

⑤
財
政
運
営
の
健
全
化
は
、

退
職
者
不
補
充
、
公
債
費
の

発
行
抑
制
、
経
常
的
経
費
の

見
直
し
な
ど
の
改
革
を
推
進
。

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
行

財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、

①
事
務
事
業
を
見
直
し
、
必

要
性
、
緊
急
性
を
優
先
。

②
情
報
化
の
推
進
は
、
財
務

会
計
シ
ス
テ
ム
と
給
与
シ
ス

テ
ム
を
連
携
し
、
事
務
の
効

率
化
・
高
機
能
化
・
低
コ
ス

ト
化
を
図
っ
た
。

③
広
域
行
政
の
推
進
は
、
滞

納
整
理
機
構
や
県
西
部
広
域

環
境
組
合
へ
の
参
加
。

④
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
、

機
構
改
革
に
よ
り
福
祉
課
に

こ
ど
も
給
付
係
を
設
置
、
ま

た
、
こ
ど
も
応
援
課
の
設
置

に
よ
り
、
町
民
に
近
い
窓
口

機
能
を
充
実
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
合
併
せ
ず
に
行

政
を
行
っ
て
い
る
中
、
町
民

の
声
を
聞
き
、
身
の
丈
に
合

っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
く
。

池
田　

公
債
費
は
減
少
し
て

い
る
が
、
扶
助
費
の
伸
び
に

上
乗
せ
の
必
要
は
。

町
長　

扶
助
費
の
推
計
と
し

て
、
過
去
５
ヵ
年
の
伸
び
率

は
平
均
し
て
５
％
～
７
％
で

あ
り
、
現
行
の
制
度
で
十
分
。

池
田　

過
疎
地
域
促
進
特
別

措
置
法
が
、
平
成
32
年
度
ま

で
延
長
さ
れ
た
が
、
要
件
等

に
問
題
は
な
い
の
か
。

町
長　

人
口
要
件
と
財
政
力

要
件
と
も
、
要
件
を
満
た
し

て
い
る
。

池
田　

過
疎
債
の
今
後
の
見

通
し
は
。

町
長　

平
成
27
年
度
中
に
後

期
計
画
を
策
定
し
、
議
会
に

上
程
し
た
い
。

池
田　

職
員
の
福
利
厚
生
等

の
適
正
化
及
び
研
修
に
よ
る

意
識
改
革
は
で
き
た
の
か
。

総
務
企
画
課
長　

福
利
厚
生

で
助
成
し
て
い
る
の
は
、
人

間
ド
ッ
ク
、
研
修
は
新
卒
職

員
・
監
督
者
等
で
、
分
掌
事

務
・
法
制
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
研
修
等
も
実
施
し
て
い
る
。

池
田　

職
員
は
財
政
的
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
の
か
。

町
長　

厳
し
い
状
況
は
続
い

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

池
田　

挨
拶
に
対
し
て
、
町

民
課
以
外
で
は
少
な
い
と
聞

い
て
い
る
が
。

町
長　

毎
回
、
挨
拶
の
大
切

さ
を
言
っ
て
お
り
、
今
後
も

徹
底
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
。

池
田　

文
科
省
に
よ
る
教
育

の
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
①

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し

た
わ
か
り
や
す
く
深
ま
る
授

業
の
実
現
、
②
子
供
た
ち
の

情
報
活
用
能
力
の
育
成
、
③

校
務
の
情
報
化
の
推
進
の
３

つ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
機
器
整
備
の
状
況
は
。

教
育
長　

①
電
子
黒
板
は
、

年
度
計
画
通
り
小
学
校
は
21

台
、
中
学
校
は
12
台
、
今
年

度
で
設
置
を
完
了
す
る
。

②
学
習
用
の
情
報
端
末
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
１

ク
ラ
ス
分
導
入
し
た
。

③
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
中
学
校

で
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
が
完

了
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
た
授
業
の
環
境
が
整
っ

て
い
る
。
小
学
校
は
可
動
式

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
も
学
習
用
情
報

端
末
と
合
わ
せ
て
、
平
成
32

年
度
末
ま
で
に
整
備
す
る
。

④
デ
ジ
タ
ル
教
材
は
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
、
教
材
を
使
っ

て
活
用
し
て
い
る
。

⑤
教
職
員
の
研
修
は
、
電
子

黒
板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等

の
活
用
研
修
会
や
情
報
モ
ラ

ル
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活

用
に
関
す
る
研
修
を
行
う
。

池
田　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
活

用
に
よ
る
効
果
は
。

教
育
長　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報

手
段
を
適
切
に
活
用
す
る
能

力
を
身
に
付
け
、
将
来
的
に

情
報
社
会
に
対
応
す
る
力
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
指
導
方
法
・

体
制
の
工
夫
改
善
を
行
い
、

学
習
意
欲
、
思
考
力
、
判
断

力
な
ど
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

池
田　

学
校
教
育
に
期
待
す

る
も
の
、
町
ら
し
い
教
育
の

方
針
は
。

教
育
長　

豊
か
な
心
、
健
や

か
な
体
、
確
か
な
学
力
を
身

に
付
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

現在、合併せずに行政を行っている中、町民の声を聞き、
身の丈に合った住民サービスを実施していく

町長

一
般
質
問

教
育
長　

指
導
方
法
・

体
制
の
工
夫
改
善
を

行
い
、
学
習
意
欲
、

思
考
力
、
判
断
力
等

の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
図
っ
て
い
く

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

教
育
に
つ
い
て

行政改革から 10 年目、これからの行財政は
池 田 和 幸　議員

行
政
中
心
　
江
北
町
役
場
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土
渕　

佐
賀
空
港
へ
の
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
に
つ
い
て
、

安
倍
自
公
政
権
は
民
間
専
用

空
港
の
佐
賀
空
港
を
拡
張
し

て
、
オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
70
機

の
軍
用
機
を
配
備
し
、
七
百

か
ら
八
百
人
規
模
の
自
衛
隊

員
を
常
駐
さ
せ
る
佐
賀
空
港

の
軍
事
基
地
化
を
提
示
し
た
。

７
月
22
日
に
は
、
武
田
防
衛

副
大
臣
が
知
事
、
及
び
佐
賀

市
長
と
面
談
し
、
そ
の
詳
細

を
説
明
し
た
。
ま
た
、
８
月

25
日
に
は
、
小
野
寺
防
衛
大

臣
も
来
年
度
に
予
算
要
求
す

る
こ
と
を
重
ね
て
知
事
と
佐

賀
市
長
に
説
明
し
た
。
県
民
、

町
民
の
間
で
は
驚
き
と
不
安

が
広
が
り
、
抗
議
と
反
対
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
町
長

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
の
か
。
県
道
江
北
～

芦
刈
線
が
完
成
し
た
こ
と
に

よ
り
、
佐
賀
空
港
ま
で
の
距

離
が
短
縮
さ
れ
、
交
通
の
要

衝
と
し
て
の
町
の
新
た
な
活

性
化
の
可
能
性
が
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
、

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

と
佐
賀
空
港
の
軍
事
基
地
化

は
、
騒
音
、
爆
風
、
熱
風
、

低
周
波
被
害
な
ど
住
民
の
安

全
と
健
康
、
農
業
、
漁
業
へ

の
被
害
、
ま
た
、
国
際
交
流

へ
の
障
害
を
も
た
ら
し
国
の

平
和
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
。

町
長　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
羽
田
へ
の
便
数
も
１
便

増
え
、
成
田
へ
の
直
行
便
も

８
月
か
ら
就
航
し
て
お
り
、

民
間
空
港
と
し
て
の
需
要
が

伸
び
て
い
る
中
で
、
な
ぜ
佐

賀
空
港
な
の
か
と
い
う
驚
き

を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

オ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
に
つ
い
て
の
不
安
が

払
拭
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

騒
音
、
訓
練
の
内
容
な
ど
を

懸
念
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、

佐
賀
県
や
佐
賀
市
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
国
か
ら
発

言
を
求
め
ら
れ
れ
ば
、
や
は

り
子
や
孫
に
誇
れ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
マ
イ
ナ
ス
に
な

ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
町
民

の
方
が
安
全
・
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
十
分
配
慮

し
て
い
た
だ
く
よ
う
申
し
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

土
渕　

町
長
は
、
配
慮
を
お

願
い
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
佐
賀
空
港
に
自
衛
隊

の
基
地
、
そ
れ
か
ら
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
を
前
提
で
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
。
こ
の

佐
賀
空
港
へ
の
自
衛
隊
機
の

配
備
、
そ
れ
か
ら
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
と
い
う
の
は
日
本

で
最
大
の
軍
事
基
地
に
な
る

と
い
う
こ
と
だ
。
70
機
体
制

と
い
う
の
は
、
沖
縄
に
一
つ
、

そ
れ
と
木
更
津
に
一
つ
あ
る
。

そ
し
て
今
度
、
佐
賀
に
民
間

空
港
の
中
に
つ
く
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
佐
賀
空
港
の
場

合
、
本
土
の
場
合
で
云
う
と
、

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
と
い
う

の
は
初
め
て
だ
。
私
は
オ
ス

プ
レ
イ
が
ど
う
い
う
機
種
か

と
い
う
こ
と
で
町
長
に
ビ
デ

オ
を
差
し
上
げ
た
。
そ
れ
を

見
て
ど
の
よ
う
な
感
想
を
抱

か
れ
た
か
。

町
長　

オ
ス
プ
レ
イ
が
来
る

と
い
う
こ
と
が
前
提
で
言
わ

れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

先
ほ
ど
の
答
弁
で
、
私
に
国

か
ら
の
発
言
を
求
め
ら
れ
れ

ば
と
い
う
形
で
答
弁
を
し

た
。
私
と
し
て
も
、
同
じ
行

政
を
預
か
る
者
と
し
て
、
佐

賀
県
や
佐
賀
市
が
ど
う
い
う

方
向
性
を
出
す
の
か
、
や
は

り
そ
の
辺
を
十
分
に
注
目
し

て
、
そ
の
上
で
私
も
最
終
的

に
は
判
断
を
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
中

で
、
私
か
ら
先
頭
に
立
っ
て
、

佐
賀
市
な
ど
を
差
し
置
い
て

反
対
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。

土
渕
議
員
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

せ
て
い
た
だ
き
、
オ
ス
プ
レ

イ
の
安
全
性
が
確
実
に
立
証

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
感
じ

ら
れ
た
。
私
と
し
て
も
、
特

に
自
衛
隊
と
い
う
も
の
は
、

災
害
と
な
れ
ば
、
必
要
と
思

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
佐
賀

空
港
が
米
軍
の
基
地
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
や
は
り
怖
い
な
と
い
う

思
い
を
し
て
い
る
。

土
渕　

佐
賀
空
港
は
民
間
航

空
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
地

元
の
漁
協
は
自
衛
隊
と
の
共

用
は
し
な
い
と
い
う
前
提
で

こ
れ
を
承
認
し
た
。
政
府
の

進
め
方
は
、
こ
う
し
た
地
元

の
意
向
を
全
く
無
視
し
て
、

強
権
的
に
予
算
化
し
て
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

問
題
が
あ
り
、
政
府
に
お
い

て
は
安
全
性
を
求
め
る
よ
う

な
状
況
に
は
な
い
。

町
長　

佐
賀
空
港
へ
自
衛
隊

が
来
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

私
は
絶
対
反
対
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
が
、
や
は
り
オ
ス

プ
レ
イ
に
つ
い
て
は
疑
間
が

あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
県

や
佐
賀
市
も
、
そ
し
て
ま
た
、

漁
民
の
方
も
ま
だ
反
対
の
決

議
も
し
て
い
な
い
の
で
、
本

町
と
し
て
い
ち
早
く
そ
れ
を

反
対
と
言
う
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
来

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

軍
事
基
地
に
な
っ
て
い
く
恐

れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
心

配
を
し
て
い
る
。

一
般
質
問

なぜ佐賀空港なのか驚きをもっている町長

オスプレイの配備を問う
土 渕 茂 勝　議員

政府が佐賀空港への配備を提示した
オスプレイ



14広
報こうほく 議会だより

古
賀　

県
道
「
江
北
～
芦
刈

線
開
通
」
！
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

供
用
開
始
を
し
た
が
、
宿
南

交
差
点
付
近
は
、
い
び
つ
で

変
則
、
危
険
で
あ
る
。
良
い

方
向
に
修
正
、
改
善
す
べ
き

だ
。
江
北
木
材
市
場
東
側
の

大
き
な
道
路
は
、
以
前
ま
で

使
用
し
て
い
た
が
、
行
き
止

ま
り
と
な
り
、
ま
た
、
宿
南

交
差
点
付
近
は
カ
ー
ブ
の
と

こ
ろ
に
町
道
が
取
り
付
け
ら

れ
、
案
内
板
な
ど
が
不
備
で
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ポ
ー
ル
が
何
本

も
立
っ
て
お
り
、
狭
く
て
分

か
り
ず
ら
い
。
大
型
車
両
等

が
進
入
し
て
き
た
と
き
な
ど

は
大
変
危
険
で
あ
る
。
特
に

町
外
の
車
両
が
、
進
入
し
て

き
た
時
は
戸
惑
っ
て
い
る
。

夜
は
暗
い
か
ら
も
っ
と
危
険

で
あ
る
。
特
に
宿
区
の
こ
の

集
落
は
、
分
断
さ
れ
回
覧
板

を
回
す
に
も
大
変
だ
と
話
さ

れ
た
。
と
に
か
く
、
こ
の
周

辺
は
変
則
で
、
い
び
つ
で
あ

る
。
町
は
検
証
し
た
の
か
。

町
民
は
危
険
で
あ
り
、
変
則

だ
と
話
し
て
い
る
。
県
と
は

交
渉
し
た
の
か
。

町
長　

宿
南
交
差
点
付
近
は

カ
ー
ブ
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
町
道
の
取
り
付
け
が
さ

れ
て
い
る
た
め
、
曲
り
に
く

い
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。
取
り
付
け
側

の
町
道
に
お
い
て
も
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ポ
ー
ル
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
道
へ

の
進
入
幅
員
が
狭
く
感
じ
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、

土
木
事
務
所
に
改
善
の
方
法

に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し

て
い
る
。
今
後
も
町
民
の
要

望
等
に
つ
い
て
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
土
木
事
務
所
と
、

し
っ
か
り
協
議
し
て
い
き
た

い
。

古
賀　

担
当
の
建
設
課
長
は
、

地
域
住
民
の
気
持
ち
を
く
み

取
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
の

が
担
当
課
長
の
仕
事
で
は
な

い
の
か
。

建
設
課
長　

こ
の
交
差
点
に

つ
い
て
は
、
確
か
に
不
便
に

な
っ
て
い
る
分
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
設
計
に
当
た
っ
て

は
、
警
察
と
も
十
分
協
議
を

し
、
ま
た
、
地
元
説
明
を
行

っ
た
上
で
供
用
開
始
が
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

地
元
の
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

土
木
事
務
所
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

古
賀　

道
路
は
、
通
る
人
の

た
め
に
あ
る
。
こ
の
道
路
に

不
便
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
真

摯
に
受
け
止
め
、
良
い
方
向

に
修
正
、
改
善
す
べ
き
で
あ

る
。
今
後
も
引
き
続
き
町
民

の
た
め
、
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

古
賀　

第
２
次
安
倍
改
造
内

閣
で
は
、
５
人
の
輝
く
女
性

議
員
が
入
閣
さ
れ
た
。
男
女

が
と
も
に
個
性
や
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
社
会
に
な

る
よ
う
期
待
す
る
。
本
町
で

も
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
、

婦
人
会
、
農
協
女
性
部
等
、

輝
く
女
性
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
に
深
く
敬
意
を
表

す
る
。
４
年
目
に
入
っ
た
男

女
共
同
参
画
行
動
計
画
の
説

明
を
願
い
た
い
。

町
長　

行
動
計
画
は
平
成
23

年
３
月
に
策
定
し
、
こ
れ
を
推

進
す
る
た
め
に
、
庁
内
推
進

委
員
会
で
検
討
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
懇
話
会
を
設
置
し
て

い
く
。
ま
ず
職
員
か
ら
と
い
う

こ
と
で
職
員
向
け
の
研
修
を

行
い
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
町
民
へ
の
男
女
共
同
参
画

意
識
の
普
及
啓
発
の
推
進
役

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
今

後
、
社
会
に
お
け
る
女
性
の
参

画
に
期
待
し
た
い
。

一
般
質
問町道への進入については改善の

検討をするよう土木事務所にお願いしている
町長

町
長　

ま
ず
職
員
か
ら

普
及
啓
発
の
推
進
役
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
く

‼祝県道「江北～芦刈線開通」
宿南交差点付近、変則、いびつで危険

古 賀　戍　議員

男
女
共
同
参
画
社
会
の
取

組
み
、推
進
会
議
、行
動
計

画
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

宿交差点（江北木材市
場前）・行き止まり

宿南交差点（カーブで曲が
りにくくポールがある）
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西
原　

８
月
20
日
未
明
、
広

島
市
を
中
心
に
局
地
的
に
記

録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
死
者

74
名
と
い
っ
た
大
災
害
が
発

生
し
た
。
政
府
は
、
土
石
流

な
ど
の
大
規
模
災
害
発
生
に

備
え
、
対
策
の
重
点
と
な
る

警
戒
区
域
を
都
道
府
県
が
あ

ら
か
じ
め
指
定
し
や
す
く
す

る
た
め
の
土
砂
災
害
防
止
法

を
改
正
す
る
方
針
を
固
め
て

い
る
。
今
後
、
わ
が
町
で
の

指
定
箇
所
等
の
見
直
し
は
。

町
長　

今
後
、
平
成
26
年
度

に
基
盤
図
を
作
成
し
、
27
年

度
か
ら
基
礎
調
査
を
実
施
し
、

随
時
地
元
説
明
を
し
な
が
ら
、

警
戒
区
域
の
指
定
を
し
て
い

く
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

西
原　

肥
前
山
口
駅
北
側
の

御
嶽
山
に
つ
い
て
は
、
昭
和

26
年
と
28
年
さ
ら
に
37
年
に

山
腹
の
斜
面
で
亀
裂
等
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
平
成
７
年

ま
で
32
年
間
か
け
総
事
業
費

４
億
７
，
０
０
０
万
円
が
投

じ
ら
れ
色
々
な
防
災
工
事
が

完
了
し
て
い
る
。
し
か
し
、

御
嶽
山
周
辺
に
つ
い
て
は
指

定
等
が
少
な
い
、
ぜ
ひ
見
直

す
べ
き
で
は
。

町
長　

御
嶽
山
の
江
北
側
に

つ
い
て
も
、
調
査
が
今
年
か

ら
来
年
に
か
け
行
わ
れ
る
の

で
、
そ
の
土
砂
災
害
防
止
法

に
適
応
し
て
指
定
を
受
け
る

の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

西
原　

最
近
は
１
０
０
ミ
リ

を
越
す
局
地
的
な
豪
雨
が
発

生
し
て
い
る
。
今
回
、
町
全

体
を
調
査
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
地
元
の
意
見
等
も
反
映

さ
せ
て
も
ら
う
意
味
で
も
土

木
事
務
所
と
地
元
の
方
と
の

意
見
交
換
会
を
数
多
く
行
っ

て
も
ら
い
た
い
が
。

町
長　

当
然
、
地
元
の
方
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
今
後
も

や
っ
て
い
き
た
い
。

西
原　

町
内
に
お
い
て
毎
年

の
よ
う
に
川
の
氾
濫
に
よ
る

道
路
等
の
冠
水
が
見
ら
れ
る
。

区
の
土
木
委
員
、
排
水
管
理

員
、
各
分
野
の
関
係
者
と
の

連
携
に
つ
い
て
の
協
議
は
。

町
長　

水
利
組
合
と
事
前
に

協
議
し
、
た
め
池
、
用
排
水

路
等
の
水
位
調
整
を
お
願
い

し
て
き
た
。

西
原　

幹
線
水
路
の
排
水
は

で
き
て
も
、
横
水
路
の
排
水

が
で
き
て
い
な
い
が
。

町
長　

横
水
路
に
つ
い
て
も
、

ゲ
ー
ト
の
操
作
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
要
望
を
し
て

い
き
た
い
。

西
原　

防
災
無
線
と
し
て
の

役
割
を
も
っ
と
果
た
す
べ
き
。

町
長　

町
民
へ
の
情
報
提
供

に
つ
い
て
は
、
情
報
の
種
類
、

発
表
時
期
な
ど
、
再
度
検
討

し
て
い
き
た
い
。

西
原　

県
道
江
北
～
芦
刈
線

の
危
険
な
交
差
点
に
つ
い
て

は
地
元
よ
り
信
号
機
の
設
置

等
も
要
望
が
出
て
い
た
。
そ

の
後
、
警
察
と
の
協
議
は
。

町
長　

白
石
署
の
ほ
う
で
も

現
状
の
交
通
量
や
歩
行
者
な

ど
の
利
用
状
況
を
確
認
さ
れ

て
い
る
。
信
号
機
設
置
は
無

理
に
し
て
も
、
横
断
歩
道
だ

け
で
も
と
い
う
形
で
、
今
お

願
い
し
て
い
る
。

西
原　

横
断
歩
道
に
つ
い
て

は
、
小
城
市
側
と
本
町
に
つ

い
て
は
明
ら
か
に
形
状
が
違

う
。
同
じ
県
道
な
の
に
お
か

し
い
の
で
は
。

町
長　

横
断
歩
道
に
つ
い
て

は
開
通
後
違
い
を
知
っ
た
。

そ
の
後
県
や
県
警
本
部
長
へ

小
城
市
側
と
の
違
い
を
説
明

し
て
い
る
の
で
検
討
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
と
思
う
。

西
原　

道
路
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
中
央
分
離
帯
の
雑

草
の
状
況
に
つ
い
て
も
本
町

と
小
城
市
側
と
で
は
だ
い
ぶ

違
う
。
現
状
で
は
危
険
で
あ

り
、
一
日
も
早
い
対
応
を
。

町
長　

本
町
側
の
中
央
分
離

帯
は
雑
草
が
茂
っ
た
状
態
で

あ
り
、
土
木
事
務
所
に
除
草

の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

西
原　

馬
場
北
交
差
点
の
町

道
と
県
道
の
取
付
け
が
悪
く

大
型
車
輛
の
通
行
時
は
音
と

揺
れ
が
ひ
ど
い
。
土
木
事
務

所
と
の
立
会
い
で
現
場
の
確

認
を
。

町
長　

大
型
車
両
の
通
行
時

に
、
音
や
揺
れ
が
発
生
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
土
木
事

務
所
へ
伝
え
て
い
る
。
今
後
、

現
地
で
立
会
を
す
る
と
い
う

返
事
を
も
ら
っ
て
い
る
。

西
原　

県
道
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
で
、
夜
間
の
暴
走
族
に

対
し
町
民
が
不
安
を
抱
い
て

い
る
。
そ
の
対
応
は
。

町
長　

暴
走
族
に
つ
い
て
は

白
石
署
の
ほ
う
へ
申
し
入
れ

を
し
た
い
。

一
般
質
問 県が今年度に基盤図を作成し、来年度から

基礎調査を実施し、警戒区域の指定をしていく
町長

町の水防計画について問う
西 原 好 文　議員

県
道
江
北
～
芦
刈
線
の

現
状
に
つ
い
て
問
う

町
長 

信
号
機
設
置
は
無

理
に
し
て
も
、
横
断
歩
道

だ
け
で
も
と
い
う
形
で
、

今
お
願
い
し
て
い
る

昨年５月に行われた住民参加による防災訓練
（地域の危険個所を話し合う）
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田
中　

平
成
26
年
８
月
豪
雨

と
名
づ
け
ら
れ
た
記
録
的

短
時
間
集
中
豪
雨
に
よ
っ

て
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
被

害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
特
に

広
島
の
土
砂
災
害
で
は
74
名

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
の
は
最
近
の
雨
の

降
り
方
が
大
き
な
原
因
に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
前
か

ら
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
記
録
的
な
大
雨
が

短
時
間
に
全
国
ど
こ
で
も
降

る
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
等

で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、

よ
く
聞
く
の
が
「
ま
さ
か
自

分
達
が
住
ん
で
い
る
地
区
が

こ
う
い
っ
た
被
害
に
遭
う
と

は
」
又
、「
も
っ
と
早
め
に

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
て
い

れ
ば
」
と
い
っ
た
声
を
よ
く

耳
に
す
る
。
そ
こ
で
質
問
だ

が
我
が
町
で
の
避
難
勧
告
等

の
発
令
は
ど
う
い
っ
た
基
準

で
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。
土

砂
災
害
に
対
す
る
対
策
は
万

全
に
出
来
て
い
る
の
か
。
今

年
度
初
め
に
配
布
さ
れ
た
江

北
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ

る
と
山
手
に
お
い
て
は
す
べ

て
の
地
区
に
危
険
渓
流
が
あ

り
、
今
ま
さ
に
こ
う
い
っ
た

渓
流
が
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て

氾
濫
し
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
東
照
寺
か
ら

桜
山
公
園
ま
で
の
散
策
道
の

区
間
は
危
険
区
域
に
も
な
っ

て
い
な
い
が
本
当
に
こ
の
ま

ま
で
大
丈
夫
な
の
か
。
最
大

限
の
自
然
災
害
を
想
定
し
た

防
災
計
画
の
見
直
し
を
急
ぐ

べ
き
で
は
。
町
長
の
見
解
は
。

町
長　

避
難
勧
告
の
発
令
は

気
象
庁
か
ら
だ
さ
れ
る
警
報

等
を
基
準
に
し
て
い
る
が
、

対
策
本
部
と
し
て
は
実
情
に

応
じ
て
早
目
の
避
難
情
報
を

発
令
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
き
た
い
。
防
災
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
最
近
の

想
定
を
超
え
た
災
害
の
多
発

に
よ
り
、
国
、
県
で
は
実
情

に
応
じ
て
専
門
的
見
地
を
取

り
入
れ
て
協
議
、
変
更
が
な

さ
れ
て
い
る
。
我
が
町
で
も

そ
れ
を
参
考
に
毎
年
見
直
し

て
い
る
。
想
定
を
超
え
る
災

害
の
対
策
を
地
理
的
、
自
然

的
、
社
会
的
等
の
条
件
を
勘

案
し
な
が
ら
計
画
の
検
討
、

修
正
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

田
中　

発
達
障
が
い
の
児
童

や
生
徒
が
、
こ
こ
数
年
全
国

的
に
急
増
し
て
い
る
と
聞
く

が
我
が
町
に
お
い
て
は
ど
う

な
の
か
。
又
、
そ
の
子
供
達

を
個
別
支
援
す
る
通
級
指
導

教
室
が
県
内
に
お
い
て
は
、

最
近
５
年
間
で
市
町
の
申
請

通
り
に
新
設
で
き
ず
、
学
校

現
場
で
影
響
が
出
始
め
て
い

る
と
聞
く
が
ど
う
な
の
か
。

教
育
長　

小
学
校
で
５
％
の

児
童
が
支
援
を
受
け
て
い
る
。

特
別
支
援
学
級
が
３
ク
ラ
ス

と
通
級
指
導
教
室
が
１
ク
ラ

ス
開
設
し
て
い
る
。
中
学
校

は
２
％
の
子
供
達
が
支
援
を

受
け
て
お
り
、
特
別
支
援
学

級
を
２
ク
ラ
ス
開
設
し
て
い

る
。
発
達
障
が
い
の
あ
る
児

童
・
生
徒
以
外
に
も
学
習
上
、

ま
た
は
生
活
上
困
難
を
示
し

特
別
な
教
育
支
援
が
必
要
と

す
る
子
供
達
は
全
児
童
・
生

徒
の
10
％
に
上
る
と
思
わ
れ

る
。来
年
度
は
、小
学
校
に
言

語
障
が
い
の
通
級
指
導
教
室

と
中
学
校
に
は
自
閉
症
関
係

の
通
級
指
導
教
室
の
新
設
を

国
、
県
に
お
願
い
し
て
い
く
。

田
中　

我
が
町
に
は
色
ん
な

子
育
て
支
援
策
が
あ
り
、
子

育
て
世
代
の
親
に
す
れ
ば
大

変
助
か
っ
て
い
る
と
思
う
。

た
だ
、
支
援
の
中
に
公
平
性

に
欠
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る

る
も
の
が
あ
る
。
中
学
校
の

卒
業
祝
い
金
と
給
食
費
の
補

助
に
つ
い
て
は
江
北
町
に
在

住
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
全

員
に
支
給
す
べ
き
と
思
う
が

町
長
の
見
解
は
。

町
長　

中
学
校
の
卒
業
祝
い

金
に
つ
い
て
は
特
別
支
援
学

校
に
通
う
子
供
達
に
つ
い
て

は
支
給
の
方
向
で
考
え
て
い

る
。
そ
の
他
の
江
北
中
学
以

外
に
進
学
す
る
生
徒
に
は
江

北
中
学
校
に
留
ま
っ
て
欲
し

い
と
願
い
を
込
め
て
現
状
で

行
く
。
給
食
費
の
補
助
に
つ

い
て
は
特
別
支
援
学
校
に
通

っ
て
い
る
子
供
達
に
は
国
、

県
の
ほ
う
か
ら
も
補
助
が
あ

っ
て
い
る
の
で
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

一
般
質
問想定を超える災害の対策について、あらゆる

条件を勘案して計画の検討、修正を行いたい。
町長

防災対策の見直しを
田 中 宏 之　議員 

発
達
障
が
い
の

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は

教
育
長　

発
達
障
が
い

者
支
援
に
は
万
全
を

期
し
て
い
る

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

町
長　

基
本
現
状
の
ま

ま
で
行
く

危険区域になっていない桜山公園から東照寺まで

桜山公園 東照寺危険個所に入って
いない区域
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大
隈　

平
成
19
年
度
よ
り
始

ま
っ
た
経
営
安
定
対
策
の
一

環
と
し
て
、
将
来
的
に
法
人

化
を
目
指
す
目
的
に
よ
り
集

落
営
農
の
組
織
化
が
始
ま
っ

た
。
こ
れ
ま
で
７
年
が
経
過

し
て
い
る
が
、
法
人
化
に
は

至
ら
ず
、
集
落
営
農
組
織
の

延
長
申
請
を
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
法
人

化
に
む
け
て
、
各
集
落
の
農

談
会
な
ど
で
、
法
人
化
に
向

け
た
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
ど
こ
の
集
落
に
お
い

て
も
法
人
化
に
向
け
て
の
動

き
す
ら
見
え
て
い
な
い
。
今

回
の
法
人
化
に
つ
い
て
は
、

米
、
麦
、
大
豆
に
限
っ
て
の

法
人
化
だ
と
思
う
が
、
方
法

と
し
て
色
々
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
。
現
在
の
集
落
営
農

組
織
を
解
散
し
て
再
結
成
し

た
形
で
法
人
化
が
可
能
な
の

か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

町
長　

集
落
営
農
組
織
の
設

立
か
ら
７
年
が
経
ち
、
再
編

し
た
ほ
う
が
よ
い
集
落
営
農

組
織
も
あ
る
と
思
う
が
、
こ

れ
ま
で
の
集
落
営
農
組
織
が

果
し
て
き
た
機
械
の
共
同
利

用
や
、
農
地
の
受
け
手
の
枠

組
み
な
ど
す
ぐ
れ
た
点
が
崩

れ
な
い
よ
う
に
現
在
の
組
織

で
し
っ
か
り
し
た
方
向
性
を

話
し
合
っ
た
上
で
、
分
割
な

ど
再
編
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
な
お
、
再
編
に
つ

い
て
は
、
経
営
所
得
安
定
対

策
等
の
交
付
金
の
要
件
を
満

た
す
か
ど
う
か
、
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

大
隈　

現
在
、
利
用
権
設
定

は
、
地
権
者
、
耕
作
者
で
設

定
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
化

し
た
場
合
、
利
用
権
に
つ
い

て
法
人
化
し
た
組
織
体
に
移

行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　

町
長　

法
人
化
は
構
成
員
と

の
間
で
利
用
権
の
設
定
を
行

う
。
任
意
の
集
落
営
農
組
織

で
は
、
地
権
者
と
の
利
用
権

の
設
定
は
で
き
な
い
。
法
人

に
す
れ
ば
地
権
者
と
の
利
用

一
般
質
問 現在の組織でしっかりした方向性を話しあった上で、

組織の統合、分割など再編を行うことが必要である
町長

権
設
定
が
で
き
、
組
織
と
し

て
の
農
地
の
受
け
皿
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
。

大
隈　

法
人
化
し
た
場
合
、

補
助
金
、
助
成
金
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

町
長　

法
人
化
し
た
場
合
の

補
助
金
、
助
成
金
に
つ
い
て

は
、
任
意
の
集
落
営
農
組
織

が
法
人
化
を
き
っ
か
け
と
し

て
一
括
し
て
法
人
に
利
用
権

設
定
を
行
っ
た
場
合
、
農
地

中
間
管
理
機
構
集
積
協
力
金

の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
経
営
所
得
安
定

対
策
の
交
付
金
は
任
意
の
集

落
営
農
組
織
の
時
と
変
わ
ら

な
い
。
次
に
、
法
人
化
を
す

る
場
合
の
補
助
金
、
助
成
金

は
、
一
般
的
に
法
人
登
録
す

る
事
務
手
続
費
用
が
40
万
円

程
度
必
要
と
言
わ
れ
て
お
り
、

国
か
ら
こ
の
分
を
補
助
金
と

し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

大
隈　

現
在
、
各
農
家
の
人

が
農
業
所
得
の
確
定
申
告
を

さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
化
し

た
場
合
、
申
告
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

町
長　

利
益
は
構
成
員
に
配

分
さ
れ
、
法
人
と
し
て
高
額

の
法
人
税
を
納
付
す
る
こ
と

は
な
い
。
ま
た
、
構
成
員
は

給
与
所
得
と
し
て
申
告
す
る

こ
と
に
な
る
。
法
人
は
、
県

民
税
、
町
民
税
の
納
付
が
生

じ
、
ま
た
、
森
林
環
境
税
の

納
税
義
務
も
生
じ
、
法
人
と

す
れ
ば
大
き
な
負
担
は
少
な

い
。
各
個
人
に
は
所
得
と
し

て
、
確
定
申
告
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。

大
隈　

こ
の
法
人
化
に
向
け

た
今
後
の
活
動
及
び
支
援
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
く
の
か
。

町
長　

町
で
は
、
毎
年
開
催

を
し
て
い
る
集
落
営
農
点
検

会
に
お
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活

用
し
た
毎
年
の
現
状
確
認
、

ビ
ジ
ョ
ン
基
礎
シ
ー
ト
を
活

用
し
た
展
開
方
向
の
選
択
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に
よ

る
目
標
の
共
有
、
実
践
の
推

進
等
を
行
い
、
法
人
化
に
向

け
て
支
援
を
し
て
い
る
。
今

後
も
点
検
会
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
佐
賀
県
担

い
手
育
成
支
援
協
議
会
で
は
、

法
人
化
推
進
モ
デ
ル
の
設
置

と
重
点
指
導
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は

平
成
28
年
度
ま
で
を
法
人
化

集
中
推
進
期
間
と
し
て
い
る
。

農業分野の法人化に向けた今後の活動
及び支援を含めた取り組みついて。

大 隈 敏 弘　議員

集
落
営
農
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
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井
上　

本
町
は
駅
南
周
辺
の

整
備
事
業
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、

今
、
上
小
田
地
区
の
整
備
に

取
り
か
か
っ
て
い
る
。
町
営

住
宅
建
設
、
町
道
門
前
・
観

音
下
線
の
着
工
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
事
業
等

を
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
旧

炭
住
地
区
に
お
い
て
は
築
60

年
ほ
ど
経
過
し
た
木
造
長
屋

住
宅
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

こ
の
地
区
は
空
き
家
も
増
え
、

住
環
境
と
し
て
の
課
題
も
多

く
、
一
度
火
災
が
発
生
す
れ

ば
延
焼
の
恐
れ
が
あ
り
、
危

険
性
が
極
め
て
高
い
状
況
下

に
あ
る
。
こ
の
空
き
家
の
除

却
方
法
と
し
て
は
町
の
条
例

で
は
50
万
円
を
補
助
。
そ
れ

以
上
か
か
る
場
合
は
個
人
負

担
と
な
る
。
こ
れ
と
は
別
に

所
有
者
の
負
担
が
事
業
費
の

５
分
の
１
で
済
む
国
の
補
助

事
業
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
取

り
組
む
考
え
は
。
一
方
、
空

き
家
建
物
以
外
に
も
土
留
め

擁
壁
が
崩
壊
寸
前
の
と
こ
ろ

も
あ
る
。
こ
の
危
険
個
所
に

つ
い
て
も
何
ら
か
の
対
応
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

更
に
上
小
田
地
区
全
体
の
整

備
事
業
と
し
て
「
街
な
み
環

境
整
備
事
業
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
に
取
り
組
む

考
え
は
。
今
後
、
旧
炭
住
地

区
全
体
の
住
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
町
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長　

解
体
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
町
条
例
に
よ

り
実
施
す
る
。
土
留
め
の
危

険
個
所
の
対
応
に
つ
い
て
も

町
条
例
に
該
当
す
る
。
街
な

み
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
今
後
の
検
討
課
題
。
旧
炭

住
地
区
全
体
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
の
接
続

率
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に

空
き
家
対
策
を
進
め
て
い
く
。

井
上　

空
き
家
の
解
体
事
業

を
進
め
る
に
当
た
り
、
所
有

者
が
応
ぜ
ぬ
場
合
、
行
政
代

執
行
の
問
題
も
あ
る
。
空
き

家
判
定
委
員
会
に
諮
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
に
研
究
さ
れ
た
の
か
。

副
町
長　

行
政
代
執
行
に
つ

い
て
は
非
常
に
難
し
い
面
も

あ
る
の
で
、
他
町
と
の
動
向

を
み
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

井
上　

町
全
体
の
整
備
状
況

を
見
た
と
き
に
、
炭
住
地
区

が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
空

き
家
の
除
却
と
し
て
国
の
補

助
事
業
で
取
り
組
め
ば
解
体

も
進
む
と
思
う
。
街
な
み
整

備
事
業
と
し
て
長
崎
街
道
沿

い
、
及
び
炭
住
区
も
含
め
た

整
備
計
画
を
策
定
し
て
は
。

町
長　

空
き
家
の
国
の
補
助

事
業
で
の
取
り
組
み
は
今
後

検
討
す
る
。
街
な
み
整
備
事

業
は
地
区
協
定
を
必
要
と
し

て
い
る
の
で
現
在
の
上
小
田

振
興
委
員
会
で
は
な
く
別
途

委
員
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

井
上　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い

自
治
体
に
寄
付
を
す
る
こ
と

で
、
都
会
な
ど
に
居
な
が
ら

に
し
て
町
に
貢
献
で
き
る
と

い
う
も
の
。
最
近
、
こ
の
制

度
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

納
税
額
の
控
除
の
ほ
か
に
自

治
体
か
ら
の
お
礼
と
し
て
特

産
品
が
送
ら
れ
て
い
る
。
自

治
体
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
に
よ
り
６
次
産
業
の
掘

り
起
こ
し
に
も
繋
が
り
、
ま

た
、
生
産
者
の
励
み
と
な
り
、

町
の
活
性
化
に
も
な
っ
て
い

る
と
聞
く
。
本
町
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
６
年
間
で
21
件
、

７
８
０
万
円
程
の
寄
付
が
あ

っ
て
い
る
。
本
町
に
も
特
産

品
が
あ
る
の
で
こ
の
制
度
を

活
か
し
な
が
ら
、
財
源
と
し

て
の
価
値
だ
け
で
は
な
く
、

特
産
品
を
売
り
込
む
こ
と
に

よ
り
、
更
に
町
の
活
性
化
に

繋
が
っ
て
く
る
も
の
と
思
う
。

本
町
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
も
含

め
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
に
つ
い
て
積
極
的
に
外

部
に
発
信
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
平
成
20
年
９
月
よ
り

運
用
し
、
お
礼
と
し
て
減
農

薬
米
を
送
っ
て
い
る
。
寄
付

者
が
多
く
な
る
よ
う
返
礼
の

内
容
は
検
討
す
る
。

井
上　

町
長
の
公
約
に
ビ
ッ

キ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、
特
産
品
の

開
発
・
売
り
込
み
と
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
町

独
自
の
特
産
品
の
売
り
込
み

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
町
の

６
次
産
業
の
開
発
に
も
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
特

産
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
で
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の

活
性
化
に
も
繋
が
っ
て
く
る

と
思
う
が
。

町
長　

返
礼
品
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
載
せ
て
い
く
。
６

次
産
業
等
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

空き家対策等の事業は進めていく。
街なみ整備事業は今後の検討課題

町長

旧炭住地区の住環境の整備について
井 上 敏 文　議員 

地
元
特
産
品
を
活
か
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
推
進
を

町
長 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
、
寄
付
者

が
多
く
な
る
よ
う
返

礼
品
に
つ
い
て
は
検

討
す
る

空き家として放置されている老朽化した家屋
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坂
井　

去
る
８
月
19
日
深
夜

か
ら
20
日
未
明
に
か
け
、
広

島
市
を
中
心
に
局
地
的
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
、
土
砂
崩
れ
や

土
石
流
が
発
生
し
、
死
者
74

名
に
及
ん
だ
。
町
の
災
害
と

し
て
は
、
平
坦
地
の
六
角
川
、

牛
津
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害

が
想
定
さ
れ
る
。
一
方
、
旧

長
崎
街
道
以
北
の
上
小
田
地

区
の
中
山
間
地
域
、
地
す
べ

り
地
域
、
急
傾
斜
の
地
域
、

門
前
、
花
祭
、
土
元
、
新
宿
、

宿
、
上
惣
ま
で
豪
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
が
考
え
ら
れ
る
。

白
木
に
つ
い
て
は
果
樹
鉱
害

の
時
、
地
す
べ
り
現
象
が
あ

っ
た
。
対
策
工
事
は
さ
れ
て

い
る
が
、
潜
在
的
に
は
地
す

べ
り
が
起
き
る
可
能
性
は
あ

る
。
生
命
と
財
産
を
守
る
と

い
う
事
を
よ
く
聞
く
が
、
今

回
の
広
島
の
土
砂
災
害
を
教

訓
に
、
ま
ず
、
生
命
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
早
め
の
避

難
が
必
要
と
考
え
る
。
土
砂

は
鉄
砲
水
と
い
う
形
で
数
秒
、

数
分
で
あ
っ
と
い
う
間
に
下

へ
と
走
る
。
防
災
マ
ッ
プ
が

各
戸
に
配
布
さ
れ
各
地
区
で

自
主
防
災
組
織
も
つ
く
ら
れ

て
い
る
が
、
人
命
を
第
一
と

考
え
る
と
き
避
難
指
示
、
勧

告
、
命
令
等
は
早
め
に
出
し

て
、
地
域
住
民
の
生
命
を
守

る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

広
島
市
の
土
砂
災
害

ま
た
、
一
昨
年
の
九
州
北
部

豪
雨
時
の
阿
蘇
市
の
土
砂
災

害
な
ど
は
深
夜
の
局
地
的
豪

雨
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
。
深
夜
の
豪
雨
の
中
で

避
難
勧
告
を
出
す
と
い
う
事

は
か
え
っ
て
危
険
を
伴
う
事

も
あ
る
。
し
か
し
、
ち
ゅ
う

ち
ょ
し
て
い
た
ら
町
民
の
命

は
救
え
な
い
。
有
事
の
際
に

最
悪
の
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
空
振
り
を
恐
れ
ず

に
早
め
の
判
断
を
行
う
よ
う

こ
こ
ろ
が
け
た
い
。
又
災
害

直
前
で
の
非
難
で
は
な
く
、

早
く
か
ら
行
動
す
る
と
い
う

意
識
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
最
良
の
情
報
提
供
が

で
き
る
よ
う
注
意
を
し
て
い

き
た
い
。
そ
れ
に
住
民
に
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
共
助
の
要
で
あ
る
自
主

防
災
組
織
に
つ
い
て
、
ま
だ

数
地
区
が
未
組
織
と
な
っ
て

い
る
の
で
組
織
の
立
ち
上
げ

に
は
今
後
と
も
協
力
を
し
て

い
く
。

坂
井　

早
め
の
避
難
指
示
、

勧
告
は
住
民
の
方
に
は
な
か

な
か
ピ
ン
と
こ
な
い
所
が
あ

る
と
思
う
が
、
こ
れ
は
日
ご

ろ
か
ら
の
訓
練
、
あ
る
い
は

動
機
付
け
が
出
来
て
な
い
か

ら
と
思
う
。
住
民
の
意
識
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
対
策
と

し
て
各
地
域
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
地
域
で
の
グ
ル
ー

プ
討
議
）
の
開
催
を
先
ず
は
、

行
政
で
主
導
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
く
こ
と
で
行
政
依

存
か
ら
自
主
防
災
へ
の
転
換

が
で
き
る
と
思
う
が
。

町
長　

防
災
の
訓
練
は
、
今

後
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
消
防
と
の

連
携
を
と
り
な
が
ら
防
災
訓

練
を
や
っ
て
い
く
こ
と
で
今

検
討
を
し
て
い
る
。

有事の際に最悪のことが起こらないよう
空振りを恐れず早めの判断を行うよう心がけたい

町長

坂
井　

町
に
は
、
集
会
所
が

22
ヶ
所
、
自
治
公
民
館
が

８
ヶ
所
、
計
30
ヶ
所
が
あ
る
。

地
域
の
交
流
の
場
で
あ
り
、

ま
た
、
公
民
館
活
動
の
拠
点

で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
築
20

年
以
上
経
過
し
た
施
設
が
ほ

と
ん
ど
で
、
中
で
も
屋
根
材

と
し
て
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
コ
ロ

ニ
ア
ル
を
使
っ
て
い
る
集
会

所
が
４
カ
所
あ
る
。
こ
の
う

ち
雨
漏
り
を
し
て
い
る
所
が

あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る

と
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
は
維
持
管

理
上
塗
装
す
る
必
要
は
な
い

が
、
築
後
20
年
位
で
葺
き
替

え
る
の
が
ベ
タ
ー
と
の
書
き

込
み
が
あ
っ
た
。
町
の
下
水

道
整
備
事
業
の
進
捗
に
伴
い

２
分
の
１
の
補
助
を
受
け
て

接
続
が
済
ま
さ
れ
て
い
る
が
、

各
地
区
と
も
大
き
な
負
担
で

あ
っ
た
と
思
う
。
現
に
雨
漏

り
し
て
い
る
集
会
所
は
急
を

要
す
る
と
思
う
が
、
下
水
道

の
接
続
も
あ
り
地
区
と
し
て

予
算
的
に
苦
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
町
と
し
て
検
討
を
し

て
頂
き
、
遅
く
と
も
新
年
度

予
算
に
計
上
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
。

町
長　

今
後
、
集
会
所
等
の

長
寿
命
化
を
図
る
目
的
で
、

小
さ
な
補
修
と
い
う
か
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
地
区
で

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

や
は
り
大
き
な
も
の
に
つ
い

て
は
補
助
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

雨
漏
り
を
し
て
、
既
に
困
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
し
て
や

ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
新

年
度
予
算
に
載
せ
ら
れ
る
よ

う
に
検
討
し
て
み
た
い
。

坂
井　

検
討
を
さ
れ
る
際
、

で
き
る
だ
け
地
元
の
負
担
が

少
な
く
な
る
よ
う
検
討
を
し

て
頂
き
た
い
。

広島市の土砂災害、教訓として
どう生かしていくのか　江北町は

坂 井 正 隆　議員

町
長　

雨
漏
り
し
て
い

る
公
民
館
に
つ
い
て
は

出
来
る
だ
け
新
年
度
予

算
で
検
討
す
る

各
地
区
集
会
所

（
公
民
館
）
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

カラーベスト葺き集会所

山の麓に建つ住居群
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歳
入
・
歳
出

Ｑ　

地
方
交
付
税
の
普
通
交

付
税
は
、
平
成
23
年
度
を
ピ

ー
ク
に
今
後
、
交
付
額
は
下

が
る
の
か
。 

Ａ　

消
費
税
関
係
が
増
え
る

と
い
う
事
と
、
地
方
債
の
今

後
の
償
還
等
が
終
わ
っ
て
い

く
の
で
交
付
税
は
減
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

空
き
家
再
生
に
よ
る
移

住
・
定
住
支
援
事
業
等
の
成

果
と
し
て
、
本
当
に
上
小
田

地
区
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て

い
る
の
か
。
今
後
の
見
通
し

と
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

雇
っ
た
も
の
の
１
年
足
ら
ず

で
辞
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
状
態
で
こ
の
事
業
費
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

空
き
家
を
再
生
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
上
小
田
地
区
の

人
口
を
増
や
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
行
っ
た
事
業
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
は
賃
金
、
社
会
保
険
料
等

の
人
件
費
、
活
動
に
つ
い
て

は
特
別
交
付
税
の
対
象
と
な

り
そ
の
分
も
事
業
費
と
し
て

入
っ
て
く
る
。

Ｑ　

江
北
町
循
環
バ
ス
の
利

用
数
が
減
っ
て
い
る
が
、
こ

の
原
因
は
。

Ａ　

上
小
田
の
小
学
生
の
利

用
者
数
が
減
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

Ｑ　

固
定
資
産
標
準
地
鑑
定

評
価
委
託
料
に
つ
い
て
我
が

町
で
は
ど
の
地
点
が
標
準
地

な
の
か

Ａ　

路
線
価
方
式
で
固
定
資

産
の
課
税
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
町
内
44
ヶ
所
の
宅
地
を
選

定
し
土
地
の
評
価
を
不
動
産

鑑
定
士
に
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ　

表
彰
審
議
会
で
町
民
の

方
に
感
謝
状
と
か
１
万
円
贈

呈
と
か
表
彰
規
定
の
緩
和
は

さ
れ
な
い
の
か
。

Ａ　

従
来
か
ら
の
表
彰
規
定

に
基
づ
い
て
表
彰
を
し
て
い

く
こ
と
に
重
み
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ

変
え
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
助
成
事

業
に
つ
い
て
、
今
後
は
自
主

防
災
組
織
に
助
成
が
変
わ
っ

て
い
く
の
か
。

Ａ　

こ
れ
か
ら
も
施
設
・
公

園
整
備
に
関
す
る
補
助
金
は

あ
る
の
で
区
長
会
・
分
館
長

会
で
周
知
し
て
い
く
。
た
だ

東
日
本
大
震
災
以
降
防
災
意

識
が
見
直
さ
れ
て
い
る
の
で

自
主
防
災
組
織
へ
の
呼
び
か

け
も
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
で
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
調

査
の
内
容
と
そ
の
結
果
は
。

Ａ　

調
査
対
象
と
し
て
子
育

て
期
に
あ
る
乳
幼
児
期
と
小

学
３
年
生
ま
で
の
保
護
者
の

方
に
調
書
を
配
布
し
た
。
内

容
は
今
後
に
つ
い
て
保
育
園

と
幼
稚
園
の
ど
ち
ら
か
に
預

け
た
い
と
か
、
今
の
仕
事
に

つ
い
て
う
か
が
っ
た
。
又
、

小
学
校
に
関
し
て
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
見
込
に
つ
い

て
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
。

Ｑ　

地
域
介
護
予
防
活
動
支

援
事
業
で
足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
教
室
を
10
地
区
で
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
１
教
室
当
た

り
の
参
加
人
数
は
何
人
だ
っ

た
の
か
。

Ａ　

老
人
会
長
に
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
10
地
区
か
ら
要
望

が
あ
り
、
対
象
実
人
員
は
地

区
に
よ
り
大
小
さ
ま
ざ
ま
で

あ
っ
た
。

労
働
費
・
農
林
水
産
費
・
商

工
費

Ｑ　

元
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
）

の
管
理
費
に
つ
い
て
は
社
協

と
農
産
加
工
所
と
の
折
半
な

の
か
。

Ａ　

元
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

の
管
理
に
つ
い
て
は
社
協
で

指
定
管
理
料
75
％
を
福
祉
課
、

農
産
加
工
所
関
連
で
使
用
料

25
％
を
産
業
課
で
予
算
処
置

を
し
て
い
る
。

Ｑ　

建
設
土
木
関
係
で
人
手

不
足
と
大
工
の
仕
事
が
な
い
。

行
政
と
し
て
斡
旋
す
る
よ
う

商
工
会
へ
働
き
か
け
で
き
な

い
か
。

Ａ　

商
工
会
の
詳
し
い
業
務

内
容
ま
で
は
把
握
し
て
い
な

い
。
前
年
度
ま
で
は
リ
フ
ォ

ー
ム
関
係
の
県
の
補
助
金
等

が
あ
っ
た
。
今
後
、
県
の
事

業
等
が
あ
れ
ば
町
と
し
て
も

補
助
を
考
え
て
い
く
。

Ｑ　

農
地
制
度
実
施
円
滑
化

事
業
の
中
で
現
地
確
認
調
査

に
よ
り
遊
休
農
地
の
発
生
を

防
止
で
き
た
の
か
、
説
明
を
。

Ａ　

遊
休
農
地
現
地
確
認
調

査
は
毎
年
８
月
に
農
業
委
員
、

各
区
生
産
組
合
長
で
実
施
し

た
。
町
内
の
遊
休
農
地
は
な

い
が
管
理
が
悪
い
農
地
が
あ

り
、
耕
作
者
地
権
者
に
指
導

し
て
い
る
。

Ｑ　

商
工
振
興
費
で
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
財
源
は

過
疎
債
を
充
当
し
て
い
る
が
、

過
疎
債
が
あ
る
期
間
は
続
け

る
の
か
。

Ａ　

過
疎
計
画
が
法
の
改
正

に
よ
り
32
年
度
ま
で
延
長
さ

れ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
ソ
フ

ト
事
業
計
画
と
し
て
続
け
た

い
。

土
木
費
・
消
防
費

Ｑ　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急

助
成
事
業
は
平
成
25
年
度
で

終
わ
っ
た
が
３
年
間
の
総
括

は
。

Ａ　

平
成
23
年
度
か
ら
25
年

度
の
３
年
間
に
つ
い
て
実
績

の
総
括
は
表
で
ま
と
め
て
い

る
。
今
後
こ
の
事
業
に
つ
い

て
県
の
動
き
は
な
い
。　
　

Ｑ　

町
道
の
総
点
検
を
し
て

ど
れ
く
ら
い
補
修
が
済
ん
だ

の
か
。

Ａ　

道
路
ス
ト
ッ
ク
事
業
で

点
検
を
し
た
と
こ
ろ
町
道
全

体
の
40
％
以
上
が
舗
装
補
修

の
対
象
と
な
っ
た
。
ひ
ど
い

所
の
５
・
４
㎞
舗
装
が
完
了

し
た
が
ま
だ
全
部
済
ん
で
い

な
い
。

教
育
費･

災
害
復
旧
費
・
公

債
費
・
諸
支
出
金
・
予
備
費

Ｑ　

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
お

い
て
、
佐
賀
県
は
小
学
校
で

国
語
Ａ
の
み
が
全
国
平
均
を

上
回
り
、
中
学
校
で
全
国
平

均
を
す
べ
て
下
回
る
結
果
で

あ
っ
た
。
本
町
に
お
い
て
は

各
常
任
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

特
別
委
員
会

一
般
会
計
決
算
の
認
定

一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定
特別委員会において審議した結果、賛成多数で認定した。

平成２５年度
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ど
う
い
っ
た
分
析
を
さ
れ
た

の
か
。

Ａ　

本
町
で
は
、
小
学
校
で

は
３
月
末
に
、
中
学
校
で
は
４

月
に
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
到

達
度
に
つ
い
て
調
査
し
、
専
門

家
に
分
析
を
依
頼
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
学
習
意
欲

向
上
に
生
か
し
て
い
く
。

Ｑ　

ネ
イ
ブ
ル
の
図
書
シ
ス

テ
ム
導
入
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
、
３
町
で
の
共
同
利
用

と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行

う
の
か
。

Ａ　

県
が
主
体
と
な
り
、
江

北
町
・
白
石
町
・
太
良
町
の

３
町
で
図
書
シ
ス
テ
ム
の
共

同
調
達
を
行
な
っ
て
い
る
。

３
町
で
行
う
事
に
よ
り
、
導

入
経
費
を
低
く
抑
え
、
図
書

検
索
の
利
便
性
が
向
上
し
た
。

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
平
成

25
年
10
月
か
ら
稼
働
し
て
い

る
。

Ｑ　

育
英
資
金
の
対
象
者
を

専
門
学
校
に
も
拡
充
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
を
し
た
が
、

次
回
の
委
員
会
で
検
討
す
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
ど
う

検
討
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　

今
年
度
は
申
請
が
な
か

っ
た
た
め
、
選
考
委
員
会
は

開
催
し
て
い
な
い
。
今
後
、

選
考
委
員
会
を
開
催
す
る
か

に
つ
い
て
は
協
議
し
た
い
。

Ｑ　

今
年
度
、
江
北
町
学
校

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
設

置
条
例
が
制
定
さ
れ
た
が
、

調
査
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る

よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
今
年
度
は
調
査
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
の
か
。

Ａ　

昨
年
に
お
い
て
は
、
い

じ
め
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、

重
大
性
が
あ
っ
た
の
か
ど
う

か
を
直
ち
に
協
議
し
た
。
当

事
者
に
対
し
て
は
、
適
切
な

指
導
を
行
う
よ
う
努
め
た
。

Ｑ　

充
実
し
た
学
習
の
場
と

し
て
郷
土
資
料
館
の
活
用
は

で
き
な
い
か
。

Ａ　

最
近
は
資
料
館
の
活
用

が
停
滞
し
て
お
り
、
今
後
は

活
用
に
努
め
た
い
。

■
無
資
力
臨
鉱
ポ
ン
プ
等
維

持
管
理
事
業

Ｑ　

排
水
機
場
の
操
作
者
の

年
齢
制
限
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

排
水
委
員
会
で
は
、
概

ね
70
歳
と
決
め
て
い
る
。

Ｑ　

今
後
の
基
金
運
用
は
。

Ａ　

運
用
益
が
年
間
１
億
円

位
に
は
な
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ　

排
水
機
場
の
操
作
者
で

長
年
貢
献
さ
れ
て
る
方
は
、

自
治
功
労
者
表
彰
の
対
象
に

は
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

現
在
は
な
い
が
今
後
検

討
す
る
。

　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

　
　

■
後
期
高
齢
者
医
療

Ｑ　

後
期
高
齢
者
検
診
の
受

診
率
は
。
受
診
率
を
上
げ
る

為
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

受
診
率
は
77
・
18
％
。

今
後
は
事
前
予
約
制
を
導
入

し
た
バ
ス
の
巡
回
等
を
考
え

て
い
る
。

Ｑ　

年
金
の
差
し
押
さ
え
は

可
能
か
。
何
件
あ
っ
た
の
か
。

Ａ　

本
人
の
了
承
が
あ
れ
ば

出
来
る
。
た
だ
し
、
差
し
押

さ
え
額
は
年
金
額
の
半
分
以

下
。
25
年
度
は
１
件
で
４
万

円
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
）

国
民
健
康
保
険
事
業 

Ｑ　

退
職
被
保
険
者
等
高
額

医
療
費
が
増
え
て
い
る
が
。

Ａ　

塊
の
世
代
が
対
象
と
言

う
こ
と
と
、
医
療
の
高
度
化

に
伴
う
負
担
増
で
あ
る
。

Ｑ　

特
定
検
診
の
受
診
率
を

上
げ
る
工
夫
は
。

Ａ　

受
診
率
の
低
い
地
域
に

出
向
い
て
検
診
を
行
っ
た
。

又
、
今
年
度
の
受
診
率
を
基

に
来
年
度
か
ら
50
％
以
上
の

地
区
は
表
彰
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。　
　
（
賛
成
多
数
）

■
下
水
道
事
業

Ｑ　

25
年
度
末
で
の
下
水
道

普
及
率
は
。

Ａ　

93
・
２
％
だ
が
、
接
続

率
は
そ
れ
よ
り
幾
分
落
ち
る
。

Ｑ　

平
成
16
年
度
に
導
入
し

た
資
源
循
環
統
合
補
助
事
業

で
整
備
し
た
設
備
の
機
能
は
。

Ａ　

計
画
通
り
に
は
い
か
な

か
っ
た
が
、
下
水
処
理
費
用

に
つ
い
て
は
現
在
も
か
な
り

抑
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｑ　

光
熱
費
が
増
え
て
い
る

が
、
今
後
は
ど
う
な
り
そ
う

か
。

Ａ　

電
気
料
金
の
改
定
に
よ

る
も
の
だ
が
、
今
後
も
全
体

的
に
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

■
水
道
事
業
特
別
会
計
剰
余

金
の
処
分
及
び
決
算

Ｑ　

給
水
戸
数
が
24
年
度
と

比
較
し
て
25
年
度
は
減
少
し

て
い
る
が
理
由
は
。

Ａ　

ア
パ
ー
ト
の
出
入
り
が

多
か
っ
た
為
で
あ
り
11
戸
の

減
と
な
っ
た
。

Ｑ　

漏
水
の
修
繕
が
50
件
と

多
い
が
下
水
道
工
事
関
係
に

よ
る
も
の
な
の
か
。

Ａ　

下
水
道
工
事
と
は
関
係

な
い
。
水
道
管
の
老
朽
化
が

原
因
で
今
後
、
年
次
計
画
を

立
て
古
い
管
か
ら
交
換
し
て

い
く
。

Ｑ　

監
査
委
員
か
ら
水
道
事

業
の
決
算
は
税
抜
き
で
計
算

し
て
報
告
す
べ
き
と
指
摘
が

あ
る
が
ど
う
な
の
か
。

Ａ　

予
算
の
時
か
ら
税
込
で

計
上
し
て
い
る
の
で
、
決
算

も
税
込
に
な
る
。

Ｑ　

企
業
債
の
償
還
は
金
利

等
を
考
慮
し
た
場
合
臨
鉱
ポ

ン
プ
基
金
か
ら
の
一
時
借
入

は
出
来
な
い
の
か
。

Ａ　

内
容
を
調
査
し
て
検
討

す
る
。

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
）

特
別
会
計
決
算
の
認
定

住民健診の受検を待つ町民（保健センター）



地域おこし協力隊通信

こんにちは！私たち協力隊は、先日テレビのお仕事をしました (^^)
ケーブルワンさんに私たちが運営している「おへそのおへそ」の取材に来ていただき、宣伝をさせ
ていただきました。初めてのテレビ取材で緊張して顔がこわばっていましたが・・。

そしてもう一つ、なんと最初で最後の？！モデルのお仕事をさせていただきました！
アラコレさんの取材をするのに洋服を着るモデルが必要・・とのことで声がか
かったのですが、始めはほんとに私たちで大丈夫かしら・・と不安でいっぱい
でした。
しかし！いざ挑戦するととっても楽しくて、最後まではしゃいでしまいました (^^)
アラコレさんは様々なジャンルのお洋服があり、とってもおしゃれなお店です。
撮影後は協力隊２人、さっそく色違いの秋コートを購入しました☆
放送はもう終了してしまいましたが「見逃した～」という方、おへそのおへそ
にDVDを置いていますのでお気軽にお声掛けください。お待ちしております！
　おへそのおへそ　電話 050（3432）9597

七五三の写真を広報こうほくに掲載してみませんか
　子どもの成長を祝って行う七五三。おうちの方が撮影された子どもさんの晴れ
姿を、広報こうほく 1 月号に掲載してみませんか。　　　　　　　　　　　　　
　掲載を希望される方は、撮影された写真（スナップ写真または画像データ）に
子どもさんの氏名（ふりがな含む）、地区名、年齢、連絡先、子どもに向けてのひ
とことメッセージを添えて下記のあて先までお持ちいただくか、E-mail でお送り
ください。応募お待ちしています。

【お問い合わせ・提出先】江北町役場 2 階　総務企画課  商工情報係  TEL 0952-86-5612
E-mail：bikkie@town.kouhoku.saga.jp

思い出の1ページに！

応募締切

11月28日
㈮

髙塚　村元

髙塚です！村元です！

江北町では、

「女男いきいき笑顔で和輝愛相」を町のめざす姿とし、

男女共同参画社会の実現に向けて取り組んでいます。

和：みんななかよく　バランスをとって
輝：ひとりひとりがいくつになっても自分らしく輝いて
愛：みんながいくつしみあい
相：互いに助け合う
今回は、江北町教育委員会教育課の柿塚さんにインタビューを行いました。
記者：柿塚さんはお子さんが２人いらっしゃるとのことですが。
柿塚さん：はい。上が５歳、下が３歳になります。
記者：かわいい盛りですね。パパっ子と聞きましたが。
柿塚さん：お風呂入れやお散歩、体を使った遊びを僕がやっています。でも、寝かしつけはやっぱり、ママにはかないませんね。
記者：ママも大助かりですね。
柿塚さん：子育ては家族で協力してするものと考えています。できる範囲でお互いが一緒に楽しみながら生活できれ
　　　　　ばと思っています。
記者：「できる範囲で、楽しみながら」。まさに、「女男いきいき笑顔で和輝愛相」ですね。
　　　ありがとうございました。
～このコーナーは、江北町の「女男いきいき笑顔で和輝愛相」を掲載していきます～

みんな わ き

みんな わ き あいあい

みんな わ き あいあい

あい あい
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■
一
般
会
計
補
正
予
算
歳
入

歳
出
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
、
３

０
１
万
６
千
円
を
追
加
し
、

50
億
３
、
５
９
８
万
２
千
円

と
す
る
。

Ｑ　

ト
イ
レ
洋
式
化
は
庁
舎

と
上
分
区
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
上
分
は
地
元
か
ら
の
申

請
と
な
る
の
か
。
町
公
民
館

の
利
用
者
が
多
い
の
で
ト
イ

レ
洋
式
の
計
画
は
。

Ａ　

地
区
集
会
所
は
町
有
財

産
な
の
で
町
か
ら
の
申
請
。

公
民
館
の
女
子
ト
イ
レ
改
修

は
22
年
度
に
完
了
。

Ｑ　

防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い

て
は
。

Ａ　

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

昨
年
は
27
ヶ
所
、
今
年
は
37

ヵ
所
。

Ｑ　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
単
価
は
。

Ａ　

一
基
２
万
４
５
０
０
円

＋
（
消
費
税
抜
き
）　　
　

Ｑ　

洋
式
ト
イ
レ
設
置
に
つ

い
て
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
化
事
業
を
各
区
に
周
知

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

公
民
分
館
長
会
で
周
知

し
て
い
る
。

Ｑ　

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
実
施
の
人
数
は
。

Ａ　

平
成
25
年
度
は
実
施
６

４
名
、
26
年
度
対
象
者
は
５

５
１
名
。

Ｑ　

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
は
町
内
の
医
療
機
関
で

可
能
か
。

Ａ　

定
期
接
種
で
あ
り
県
医

師
会
に
県
が
委
託
契
約
。
ほ

と
ん
ど
の
医
療
機
関
で
可
。

Ｑ　

個
人
負
担
は
。

Ａ　

杵
島
・
武
雄
地
区
は
２

５
０
０
円
に
統
一
。　
　
　

Ｑ　

議
案
第
38
号
江
北
町
家

庭
的
保
育
事
業
条
例
に
つ
い

て
地
域
型
保
育
事
業
の
説
明

を
。

Ａ　

①
小
規
模
保
育
事
業
②

家
庭
的
保
育
事
業
③
事
業
所

内
保
育
事
業
④
居
宅
訪
問
型

保
育
事
業
の
４
つ
が
あ
る
。

Ｑ　

こ
の
条
例
で
は
、
保
育

士
の
資
格
が
な
く
て
も
、
保

育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
と

経
験
を
有
す
る
と
町
長
が
認

め
る
者
は
保
育
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
と
あ
る
が
。

Ａ　

資
格
は
必
要
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
保
育
士
不
足
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
国
の

基
準
に
よ
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ　

江
北
町
特
定
教
育　

保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
、
幼
児

教
育
セ
ン
タ
ー
は
認
定
こ
ど

も
園
に
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

幼
稚
園
は
派
遣
委
託
が

で
き
な
い
の
で
認
定
こ
ど
も

園
に
は
な
ら
な
い
。　
　
　

Ｑ　

江
北
町
保
育
の
必
要
性

の
認
定
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

就
労
時
間
が
一
月
に
お
い
て

48
時
間
か
ら
64
時
間
と
あ
る

が
多
い
の
で
は
。

Ａ　

64
時
間
は
多
い
時
間
で

は
な
い
。

Ｑ　

江
北
町
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
子
ど

も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を

策
定
中
と
思
う
が
、
落
札
業

者
、
そ
の
額
は
。

Ａ　

九
州
み
ら
い
研
究
所
で

約
１
３
０
万
円

Ｑ　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

ク
ラ
ス
増
の
場
合
、
小
学
校

の
空
き
教
室
を
使
用
す
る
と

し
て
い
る
が
、
ど
の
教
室
か
。

ま
た
６
年
生
ま
で
と
な
れ
ば

何
人
く
ら
い
増
え
る
の
か
、

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
は
。

Ａ　

教
室
使
用
に
つ
い
て
の

協
議
は
こ
れ
か
ら
で
、
ニ
ー

ズ
調
査
の
人
数
は
４
年
生
以

上
で
約
30
人
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

Ｑ　

１
８
３
万
６
千
円
の
補

正
の
内
容
は
。

Ａ　

東
分
中
継
ポ
ン
プ
場
操

作
盤
の
修
繕
に
よ
る
も
の
。

■
臨
鉱
ポ
ン
プ
等
維
持
管
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

Ｑ　

２
１
２
万
１
千
円
の
補

正
の
中
身
は
。

Ａ　

朽
木
排
水
施
設
の
冷
却

水
水
中
ポ
ン
プ
及
び
、
真
空

ポ
ン
プ
の
取
替
工
事
と
引
込

開
閉
器
基
盤
取
替
え
工
事
に

伴
う
も
の
で
あ
り
、
当
初
予

定
工
事
に
付
随
す
る
箇
所
に

老
朽
化
が
見
ら
れ
た
た
め
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

Ｑ　

住
宅
管
理
費
の
調
査
設

計
委
託
料
に
つ
い
て
説
明
を
。

Ａ　

上
小
田
地
区
の
個
人
宅

地
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
が
一
部

崩
落
寸
前
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
も
し
崩
れ
た
ら
周
辺

住
民
に
危
険
が
及
ぶ
状
態
に

あ
る
。
町
と
し
て
も
相
談
を

受
け
た
以
上
、
崩
落
し
た
場

合
の
影
響
と
被
害
状
況
を
確

認
す
る
為
に
調
査
し
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

調
査
後
の
対
応
と
し
て

こ
の
場
合
行
政
代
執
行
が
出

来
る
の
か
。

Ａ　

空
き
家
条
例
の
中
に
行

政
代
執
行
が
あ
る
が
、
そ
の

執
行
を
行
っ
た
場
合
は
、
所

有
者
に
全
額
請
求
す
る
こ
と

に
な
る
。

■
江
北
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
賛
成
多
数
）

■
江
北
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例（

全
員
賛
成
）

■
江
北
町
保
育
の
必
要
性
の

認
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

（
全
員
賛
成
）

■
江
北
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
全
員
賛
成
）

　

こ
の
四
つ
の
条
例
制
定
は

国
の
法
律
に
基
づ
き
待
機
児

童
の
解
消
を
目
指
す
も
の

■
江
北
町
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
営
企
業
法
施
行
規

則
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

み
な
し
償
却
制
度
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
）

条
例
改
正

条
例
制
定

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

 　
９
月
議
会
か
ら
地
元

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
り
、

議
会
一
般
質
問
の
問
答
が

杵
島
武
雄
地
区
全
域
で

放
映
さ
れ
ま
し
た
。
議

員
及
び
執
行
部
も
緊
張

感
の
あ
る
議
論
が
で
き
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
ま
た
広
報

誌
も
日
々
研
さ
ん
を
重

ね
、
分
か
り
や
す
い
広

報
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
広
報
委
員
会

℡ 

86-

５
６
１
９

編
集
室
よ
り



地域おこし協力隊通信

こんにちは！私たち協力隊は、先日テレビのお仕事をしました (^^)
ケーブルワンさんに私たちが運営している「おへそのおへそ」の取材に来ていただき、宣伝をさせ
ていただきました。初めてのテレビ取材で緊張して顔がこわばっていましたが・・。

そしてもう一つ、なんと最初で最後の？！モデルのお仕事をさせていただきました！
アラコレさんの取材をするのに洋服を着るモデルが必要・・とのことで声がか
かったのですが、始めはほんとに私たちで大丈夫かしら・・と不安でいっぱい
でした。
しかし！いざ挑戦するととっても楽しくて、最後まではしゃいでしまいました (^^)
アラコレさんは様々なジャンルのお洋服があり、とってもおしゃれなお店です。
撮影後は協力隊２人、さっそく色違いの秋コートを購入しました☆
放送はもう終了してしまいましたが「見逃した～」という方、おへそのおへそ
にDVDを置いていますのでお気軽にお声掛けください。お待ちしております！
　おへそのおへそ　電話 050（3432）9597

七五三の写真を広報こうほくに掲載してみませんか
　子どもの成長を祝って行う七五三。おうちの方が撮影された子どもさんの晴れ
姿を、広報こうほく 1 月号に掲載してみませんか。　　　　　　　　　　　　　
　掲載を希望される方は、撮影された写真（スナップ写真または画像データ）に
子どもさんの氏名（ふりがな含む）、地区名、年齢、連絡先、子どもに向けてのひ
とことメッセージを添えて下記のあて先までお持ちいただくか、E-mail でお送り
ください。応募お待ちしています。

【お問い合わせ・提出先】江北町役場 2 階　総務企画課  商工情報係  TEL 0952-86-5612
E-mail：bikkie@town.kouhoku.saga.jp

思い出の1ページに！

応募締切

11月28日
㈮

髙塚　村元

髙塚です！村元です！

江北町では、

「女男いきいき笑顔で和輝愛相」を町のめざす姿とし、

男女共同参画社会の実現に向けて取り組んでいます。

和：みんななかよく　バランスをとって
輝：ひとりひとりがいくつになっても自分らしく輝いて
愛：みんながいくつしみあい
相：互いに助け合う
今回は、江北町教育委員会教育課の柿塚さんにインタビューを行いました。
記者：柿塚さんはお子さんが２人いらっしゃるとのことですが。
柿塚さん：はい。上が５歳、下が３歳になります。
記者：かわいい盛りですね。パパっ子と聞きましたが。
柿塚さん：お風呂入れやお散歩、体を使った遊びを僕がやっています。でも、寝かしつけはやっぱり、ママにはかないませんね。
記者：ママも大助かりですね。
柿塚さん：子育ては家族で協力してするものと考えています。できる範囲でお互いが一緒に楽しみながら生活できれ
　　　　　ばと思っています。
記者：「できる範囲で、楽しみながら」。まさに、「女男いきいき笑顔で和輝愛相」ですね。
　　　ありがとうございました。
～このコーナーは、江北町の「女男いきいき笑顔で和輝愛相」を掲載していきます～

みんな わ き

みんな わ き あいあい

みんな わ き あいあい

あい あい

23 広
報こうほく



　農地中間管理事業とは、佐賀県農業公社（農地中間管理機構として佐賀県から指定）が、農地の出
し手から農地を借り受けて、経営規模の拡大や農地の集約化を図ろうとする担い手に貸し付ける
ことによって、農地の有効利用や地域の農地利用の効率化を進めていくものです。

◎借入れを希望される方
　借り入れを希望される方は、公社が毎年２回募集を行いますので、お申し込みください。
　・本年度の第２回目の募集は、11月１日から12月５日まで行います。
　・募集要項は、農業公社のホームページをご覧になるか、農業公社や役場産業課または農業委
　　員会にお問い合わせください。

◎貸付希望の申出
　農地の貸し付けを希望される方は役場産業課または農業委員会にご相談ください。
　・公社が借り入れる農地は、担い手が活用できる農地を対象とします。
　・一定の要件を満たせば、機構集積協力金の交付対象になります。

地域農業がもっと良くな
るよう、「人・農地プラン」
や集落等の話し合いに
よって公社に預けよう。

農地を貸したいけど、公
社は公的な機関だから、
安心して貸せるぞ。

経営規模の拡大や農地の
団地化が進んだ。
借入手続きも楽だった。

県、市町、農業団
体などと一体と
なって、事業の着
実な推進を図りま
す。

地域内の農地利用の再
編・効率化が進み、集落
営農組織などの強化が図
られた。

出し手 受け手

佐賀県農業公社（農地中間管理機構）

農地の借受け希望者の公募等

農地中間管理事業のしくみ

県・市町・JAなど

連携
・
協力

貸
付
け

借
受
け

お問い合わせ 江北町役場産業課　86-5615
江北町農業委員会　86-5620

または 佐賀県農業公社　26-9503

農地中間管理事業  第２回の公募を開始します !!
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青年等就農計画制度のご案内

1．対象者

・農林水産省ホームページでも当該制度の内容について御覧いただけます。
　http://www.maff.go.jp/j/new_farmer/nintei_syunou.html

　この制度は、将来の魅力的な農業経営の担い手となる人材を確保・育成するため、新たに
農業経営に取り組もうとする方等が作成する「青年等就農計画」を、町が審査・認定する制
度です。この計画の認定を受けた方（認定新規就農者）に対しては、重点的な支援措置が講
じられています。

町内において、新たに農業経営を営もうとする以下の(1)～(3)に該当する者又は法人　
（1）青年（18歳以上45歳未満）
（2）知識・技能を有する者（65歳未満であって、商工業その他の事業の経営管理に
　　  3年以上従事した者　等）
（3）上記の（1）又は（2）の者が役員の過半を占める法人
 　※農業経営開始5年以内の方も認定の対象となります。（認定農業者は除く）

2．青年等就農計画の認定
申請された青年等就農計画が次の要件を満たすこと。
（1）計画が町の基本構想に照らして適切であること
（2）計画が達成される見込みが確実であること　　　等
　 ※認定には目標所得や労働日数等の一定の認定基準を満たす必要があります。

3．認定新規就農者に対する支援措置
（1）青年等就農資金（無利子融資）
（2）青年就農給付金（経営開始型）
（3）経営所得安定対策（平成27年産から）
（4）認定新規就農者への農地集積の促進

4．相談窓口
　江北町役場　産業課　℡0952-86-5615
　杵藤農林事務所　農政１課　℡0954-63-5115
　杵島農業改良普及センター　℡0952-84-3625
　佐賀県　農産課　℡0952-25-7118
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江北町消防団各部紹介

おれたち 消 防 団！
４部　部長　大坪 玄尚

私たち4部は、山口地区の新宿、土元、東分、西分を拠点に団員35 名で構成しています。町内で世帯数
が一番多い部であり、いざ火災や災害が発生した時の
ために病院など施設と協力した避難訓練や消火訓練も
行っております。最近は地区での大きな火災、災害も
なく安心しておりますが、いざ有事の際は地域住民の
協力なしでは成り立ちません。今後も団員一同、町民
の生命、財産を守れるよう頑張りますので、これからも
消防団へのご理解ご協力の程よろしくお願いします。
消防団は若い力を待っています。

5 部　部長　田中 淳一

私たち5部は、八町 3区を拠点に団員32 名で構成されています。
部の活動としては、火災・災害発生時は当然出動し
ますが、平常時においても機械器具点検や火災予
防に向けた地域の広報活動なども行っています。
消防団の大きな魅力としては、日ごろの訓練や活動
を通して防災知識や救命知識を取得できることだと
思います。
今後も日頃の訓練や活動で得た知識を地域の皆さま
へ伝達し、火災・災害予防に努めていきますので
消防団へのご理解ご協力をよろしくお願いします。

地域住民の安心安全を守ります

６部　部長　荒谷 一隆

私たち６部は、花祭、門前地区の団員25 名で構成されています。特に花祭地区は団員が９名しかいないため、
地区防災強化を目的に、区の自主防災組織と連携した消
火訓練や避難訓練などの合同訓練を年に数回行っていま
す。消防団員の減少、団員の高齢化等全国的に問題になっ
ていますが、当部も他人事ではなく、当地区の若者の減
少により団員確保に苦慮しています。
今後も消防団員として自覚し、点検、訓練に積極的に参
加し、町内の有事の際には迅速に出動し町民の生命、財
産を守っていけるよう団員一体となって頑張っていきます。
そのためにも若い人の力を待っています。

地域の啓発活動に努めます

防災意識の向上を目指し活動しています
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商工会青年部PRコーナー

江北町商工会青年部では、江北町の商工業の発展、地域貢献のための活動に意欲的に取り組ん
でいます。部員ひとりひとりを紹介しますので、町で見かけた時は、声を掛けてくださいね。
①氏名（役職）　②年齢　③事業所名（業種）　④事業所所在地（居住地区）　⑤TEL

アットホームなお店づくりを目指しています。

①石津圭太（監査委員）
②36歳
③スナックKOKO（スナック）
④新宿区（新町区）
⑤86-5049

自動車整備・販売はお任せください！
①古川宏樹（監査委員）
②33歳
③HK PROJECT
（自動車整備業）
④宿区（祖子分区）
⑤86-3455

是非とも、うちの塩ラーメンをお試しください！
①池田　茂
②44歳
③須彌亭（飲食店）
④宿区（石原区）
⑤86-2779

防水、塗装業務を地元密着で頑張っています！
①済木　稔
②３９歳
③㈱サイキ（防水工事業）
④西分区（西分区）
⑤86-2660

青年部活動紹介

家電製品はもちろん、各種電気工事も承り
ます。 ①諸岡和宏（相談役）

②42歳
③パナランドもろおか
（家電小売）
④南郷区（南郷区）
⑤86-2746

住宅配線設備等、各種電気工事承ります。
①今泉英樹
②４０歳
③今泉電気工事店（電気工事業）
④下分区（下分区）
⑤86-2575

皆さまのお役に立てるよう頑張っています。
①三根　真
②３８歳
③㈱三根電設（電気工事業）
④観音下区（牛津町）
⑤86-3506

こども見守り隊
小学校校門にてあいさつ運動を実施しています。

照らす！江北！出会いに感謝♪

有料広告

七五三のご案内
日時11月15日土16日日 10時から
子供達のすこやかな成長を氏神様に感謝し今後の御加護をお祈りしましょう。
千歳飴、お守り、記念品を差し上げます。記念写真をお撮り致します。

堤雄神社 江北町佐留志2630番地 ☎86-3348

※11月中はいつでも受け付けて
　おります。

　　　　　　　　　　　ビッキーふれあい祭り2014前夜祭のお知らせ　
11月22日（土）17時から、前夜祭を開催します！バンド、お祭り、イルミネーション点灯式、
各種出店など、大盛り上がり間違いなし！？お誘いあわせのうえお越しください！
（駐車場は、小学校グラウンドをご利用ください。）
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11月は児童虐待防止推進月間です
　どんな行為を「虐待」というのでしょう？しつけと虐待はまったく違うものです。
暴力やお仕置きで子どもを従わせることは、しつけとは言えません。子どもに対す
る虐待には次の４つのタイプがあります。

■身体的虐待
　ける、なぐる、たたく、投げ落とす、やけどを負わせるなど体に傷あとが残ったり、命をおびやか
　す様なケガをさせること

■ネグレクト（養育の拒否・怠慢）
　適切な食事を与えない、着替えや入浴させない、病気をしていても病院に行かない家に閉じ込
　める、自動車の中に放置する、家族や同居人による暴力を放置するなど

■性的虐待　性的いたずらや、性的行為の強要など

■心理的虐待
　こどもの存在の無視、言葉による脅しや脅迫、兄弟間の差別的な扱い、子どもの前で家族などに
　暴力をふるうなど心に不安や恐怖を与えること

　神経難病(パーキンソン病や脊髄小脳変性症等）と診断された方や上記のような体の不調等
で悩んでいらっしゃる方の医療に関する相談を受けています。
　次のとおり難病医療相談が実施されます。（要予約。無料。）お一人で抱え込まず、神経内科専
門医に相談してみませんか？
　相談を希望される方は、11月18日(火)までにお問い合わせ先までご連絡ください。

難病医療相談のご案内
最近、声が出にくくなった…
歩きにくくなった…転びやすくなった…
手足に力が入りにくくなった…
上記等でお悩みの方は、お気軽にご相談ください！

【お問い合わせ】　江北町保健センター　 電話71‐6324
　　　　　　　　または　佐賀県中央児童相談所　　　　　電話0952‐26‐1212
　　　　　　　　　　　　児童相談所全国共通ダイヤル　　電話0570‐064‐000　

ためらわず
知らせてつなぐ
命の輪

虐待を受けたと思われる子どもを見つけた、「おかしい」と感じたときは
迷わず、子供を虐待から救うための行動を起こすことが大変重要です。

連絡（通告）した人の秘密は、法律で守られています。

「あなた」からの児童相談所や役場への連絡が、
子供を虐待から守るための大きな一歩となります。

虐待かも？ 通告する が国民の義務です→

開催日時 相  談  医 場　所

H26.11.25（火）
1５:０0 ～ 1６:３0

白石共立病院
沖田 光紀 医師（神経内科医）

鹿島市保健センター
（耳検査室）
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なぜ早寝・早起き・朝ごはんが大事なのでしょうか？
科学的にも証明されています。

・ 小松菜・・・・・・・・100ｇ
・ 納　豆・・・・・・・・1パック
・ しらす干し・・・・10ｇ
・ の　り・・・・・・・・少々
・ 　葱　・・・・・・・・少々

①小松菜は食べやすい大きさに切
る。皿に広げて２～３分レンジに
かけ、冷水にとり、よくしぼる。

②納豆に付属のたれその他の材料
を混ぜる。

朝の食事にもう1品

★骨太納豆和え

11月は食育月間です ～早寝・早起き・朝ごはん～

材料（2人分）
納豆はきゅうりや
チーズであえたりレ
タスやサラダ菜で
巻いたり、と野菜と
相性がよいので朝
の忙しい時は+１品
にピッタリです。

朝の光を浴びると脳の覚醒を脳内ホルモンであるたセロトニンが　活発に分
泌されます。その結果すっきりと目覚め活動に適した体になります。朝の光
を浴びて、昼に活動をこなうことで夜はメラトニンがたっぷり合成され、よ

く眠ることができるようになります。

脳のエネルギーはぶどう糖です。ぶどう糖は体内に大量に蓄えておくことが
できません。そのため朝起きた時は脳も体もエネルギー不足です。そのため
朝食を食べないと集中力が低下したり、イライラするといったことが起こっ

てしまします。実際朝食を食べる子と食べない子では学力や運動の能力に差がでているといった
データーもあります。できれば、パンだけ、ごはんだけではなく、味噌汁やスープ・サラダや目玉焼き・
納豆・乳製品など野菜 + たんぱく質のものを加えるといいですね。

睡眠には心身の疲労を回復させる働きのほかに体を成長させたり、頭を良く
する働きがあります。睡眠中に日中に経験したことを何度も再生して確認し、
整理して知識として定着させます。小さい子供だけではなく、受験勉強や資

格試験で勉強されている方も眠いのを我慢して起きているより、睡眠をとり、頭をすっきりさせて
勉強した方が効率的かもしれません。

種　別
香　典
供　花

その他
合　計

件　数
0
0

3
10件

支出額
0
0

御　祝 7 61,000
19,038
80,038

（円）

※その他については県人会開催への特産品寄贈等です。
（平成26年7月～平成26年9月分）

町　長
交際費

平成26年度
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特定健診(集団健診)を追加実施します
　今年の７月から８月にかけて行いました特定健診ですが、健診日の都合がつかず受けることができ
なかった方などを対象に、集団健診を追加実施いたします。この機会にぜひ受診ください。
　病気の早期発見はもちろん、心臓病などの生活習慣病を予防するためにも、１年に１度は健診を受け
ましょう。

◆特定健診◆

【健診日程】

今年度７月から８月に行った集団健診、および医療機関での個別健診を受診していない方

【注意事項】
 ・ 特定健診を受けられる方は、血液検査がありますので、できるだけ朝食は取らずにおいで下

さい。また、お茶や水等の飲水はかまいませんが、ジュース等の糖分のある飲み物は控えてく
ださい。

 ・ 血圧等のお薬を内服中の方は、内服してかまいません。
 ・ 受診票や受診券を紛失された方は、再発行しますのでご連絡ください。
 ・ 保健センターに車でお越しの際は、必ず駐車ゲートを通りネイブル駐車場に車を停めてくだ

さい。保健センターにて、駐車券の無料処理をします。「だいちの家」駐車場には停めないでく
ださい。

※すでに、特定健診を受診された方は、今回受診できません。ご注意ください。
※江北町国民健康保険の「人間ドック」検査等の助成をご希望の方は、特定健診を受診すると助成が受

けられませんので、ご注意ください。
　（人間ドック・脳ドック検査は、特定健診の健診内容を含んでいます）

【お問い合わせ】　江北町保健センター　 電話71‐6324

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

日　 程 健診会場 受付時間

平成２６年１１月 ９ 日（日）

平成２６年１１月１０日（月）

江北町保健センター（ネイブル）

江北町保健センター（ネイブル）

８：３０～１０：３０

８：３０～１０：３０

健診内容 料　金

問診 

尿検査　

身体測定

血圧測定

血液検査

医師の診察

・ 保険証
・ ７月に配布している受診券・受診票
・ 健康手帳・お薬手帳(お持ちの方)

・ 保険証
・ ７月に配布している受診券・受診票
・ 健康手帳・お薬手帳(お持ちの方)

１，０００円
※70歳以上の方は無料

無料

※ご都合のつく日程をご利用ください。

※ 年齢は、平成27年３月31日現在の年齢です。

対象者 持参するもの

３０歳以上の江北町
国民健康保険加入者

後期高齢者医療保険
加入者

・ 加入している保険者が発行する
  受診券
・ 保険証

受診券の記載額
※不明点は、各保険者
　にお尋ねください。

社会保険の
被扶養者の方

(受診券をお持ちの方)

お知らせ！
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【問い合わせ先】　こどもセンターうるる
　　　　　　　　電話　６５－１２６５

【お問い合わせ】　江北町役場町民課税務係　86-5613

≪個人住民税の特別徴収の適正化≫
県内全市町と佐賀県が一斉に取り組みます！

～特別徴収の適正な実施を求める通知文書を、11月6日（木）に一斉に発送します。～

11月のうるるカレンダ ー

うるるで遊ぼう♪うるるで遊ぼう♪
絵本読み聞かせ

第３月曜日（10:30～11:00）
◎対象：未就園児

うるるんキッズ
第２・４土曜日（14:00～16:00）
◎対象：小学１年～６年生  

ぴよぴよルーム
毎週金曜日（10:00～11:30）
◎対象：満１歳～未就園児

　うるるには、一輪車、竹馬、ホッ
ピング、将棋、オセロ、ジェンガ、
卓 球、DVD230本（ハ リ ー ポ ッ
ターやディズニー、ジブリ、戦隊
ものなど）たくさんの遊ぶものが
あります。DVDは一人20分まで
見ることが出来ます。本もたくさ
んあるよ。
遊びに来てね！！

個人住民税の特別徴収のお手続きがお済みでない町内の事業主様へ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

日

2
9
16

23/30

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

金

7（ふれあい遊び）
14（製作遊び）
21（運動遊び）
28（誕生会）

木

6
13
20
27

土
1

8（ＤＶＤ）
15

22（キックベースボール）
29

絵本読み聞かせ うるるんキッズ ぴよぴよルーム

月

3
10

17（読み聞かせ）
24
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療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
く
す
の
み
園
」入
園
希
望
受
付

　
発
達
の
遅
れ
や
集
団
生
活
に
不
安
の
あ
る
自
立
歩
行
可
能
な
在
宅
の
幼
児
さ
ん

を
対
象
に
、日
々
通
園
の
集
団
で
の
療
育
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
年
齢
　
２
〜
６
歳
未
満
　
■
予
定
人
員
　
10
名
程
度

■
受
付
期
間
　
12
月
12
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
　
０
９
５
２-

６
２-

２
１
３
１

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
入
門
講
座

■
日
時
　
12
月
６
日
　
13
時
〜
17
時
　
■
会
場
　
佐
賀
市
民
会
館
第1

会
議
室

■
受
講
料
　
無
料
　
■
定
員
　
先
着
50
名（
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

■
講
座
内
容
　
①
成
年
後
見
人
っ
て
何
だ
ろ
う
　
②
福
祉
の
現
場
か
ら
見
た
成
年
後
見

　
　
　
　
　
　
③
後
見
制
度
の
上
手
な
活
用
法
　（
都
合
に
よ
り
変
更
有
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
佐
賀
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　  

０
９
５
２-

２
９-

０
６
２
６

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、11
月
17
日
〜
23
日
ま
で
の
１
週

間
を「
全
国一斉『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』強
化
週
間
」と
し
て
、昨
年
度
と
同
様
、

相
談
体
制
の一層
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）、職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女

性
を
巡
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

■
開
設
時
間
　
月
〜
金
：
８
時
30
分
〜
19
時
　
土・日
：
10
時
〜
17
時

■
電
話
番
号
　
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０（
全
国
共
通
）

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
職
員

応
急
手
当
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
１
１
９
番
通
報
し
て
か
ら
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
全
国
平
均
時
間
が
約

８
分
。こ
の
８
分
が
救
命
率
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
？
応
急
手
当
講
習
会
を
次
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
27
日
　
14
時
〜
15
時
30
分
　
■
場
所
　
白
石
消
防
署
　

■
対
象
者
　
町
内
に
お
住
ま
い
の
中
学
生
以
上
の
方
　
■
定
員
　
先
着
10
人

■
内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
、そ
の
他
　
■
締
切
日
　
11
月
23
日

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
白
石
消
防
署
　
０
９
５
２-

８
４-

３
２
８
３

放
送
大
学
　
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、平
成
27
年
度
第
１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。放
送

大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間
　
平
成
27
年
３
月
20
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
　
放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー
　
０
９
５
２-

２
２-

３
３
０
８

佐
賀
県
任
期
付
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

■
職
種
　
生
活
指
導
員
　
■
採
用
予
定
人
員
　
12
名
程
度

■
任
用
期
間
　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
職
務
内
容
　
佐
賀
県
立
福
祉
施
設
に
お
け
る
入
所
者
の
生
活
介
護・自
立
訓
練
等
の
支
援

■
選
考
方
法
　
面
接
及
び
論
文
試
験

■
選
考
日
時
　
12
月
６
日

■
募
集
期
間
　
平
成
26
年
10
月
８
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　
佐
賀
県
経
営
支
援
本
部
職
員
人
事
担
当
　
０
９
５
２-

２
５-

７
０
１
１

※

受
験
資
格
等
、詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
受
講
生
３
月
入
所
生
募
集

■
募
集
コ
ー
ス
　
電
気
制
御
技
術
科
（
デ
ュ
ア
ル
訓
練
）
　
■
定
員
　
15
人

■
訓
練
期
間
　
平
成
27
年
３
月
６
日
〜
８
月
21
日
（
６
か
月
間
）

■
応
募
資
格
　
新
た
な
仕
事
に
就
こ
う
と
す
る
求
職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
公
共
職
業

　
　
　
　
　
　
安
定
所
長
の
受
講
指
示
又
は
受
講
推
薦
等
を
受
け
た
方

■
受
講
料
　
無
料

■
応
募
期
間
　
平
成
27
年
３
月
６
日
〜
８
月
21
日

■
選
考
日
　
平
成
27
年
２
月
10
日

■
お
問
い
合
わ
せ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
　
０
９
５
２-

２
６-

９
５
１
６

暮
ら
し
の
情
報
ボ
ッ
ク
ス

ビッキーのビッキーの

か
わ
ら
版

か
わ
ら
版

可燃ごみ収集業務休業について
杵藤クリーンセンター焼却施設の点検の為、右記のと
おり、ごみ収集業務を休業します。休業期間中は、収
集場所には出さずにご家庭での保管をお願いします。
ご迷惑をおかけしますが、ご協力お願いします。

お問い合わせ　江北町役場環境課　86-5617

可燃ごみ収集業務休業日
平成26年11月20日（木）

（新宿・東分・西分・土元・
  門前・花祭・上惣・宿・高砂）

A地区

平成26年11月21日（金）
（A地区以外の地区）B・C地区
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リ
ン
パ
浮
腫
を
学
ぶ
会

■
日
時
　
11
月
29
日
　
10
時
30
分
〜
13
時（
10
時
開
場
）

■
場
所
　
佐
賀
大
学
医
学
部
　
臨
床
講
堂
２
階
臨
床
大
講
堂

■
対
象
者
　
が
ん
患
者
、一
般
、医
療・介
護
従
事
者（
計
２
５
０
名
）

■
内
容
　・一
般
講
演「
リ
ン
パ
浮
腫
治
療
の
お
さ
そ
い
」

　
　
　
　・特
別
講
演「
リ
ン
パ
浮
腫
に
対
す
る
外
科
治
療（
仮
題
）」

　
　
　
　・リ
ン
パ
浮
腫
治
療
関
連
商
品
の
説
明

■
参
加
費
　
無
料
　

■
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　 

（
往
信
は
が
き
）郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

　
　
　
　
　 

（
返
信
は
が
き
）宛
先
に
ご
自
分
の
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

　
　
　
　
　  

送
り
先
　
〒
８
４
３-

０
０
２
４  
武
雄
市
武
雄
町
大
字
富
岡
１
０
１
６
４-

３

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
浮
腫
を
学
ぶ
会
　
高
田

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日
必
着

■
お
問
い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
浮
腫
を
学
ぶ
会
　
０
５
０-

３
６
７
１-

８
２
０
１

九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト（
電
気
量
削
減
）参
加
者
募
集

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
た
め
、家
庭
で
節
電
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
く
世
帯
を
募

集
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、参
加
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
、九
州
電
力
の
検
針
票（
３

か
月
分
）を
送
っ
て
い
た
だ
く
と
、道
の
駅
、ス
ー
パ
ー
、コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
取
扱
店（
２
７
８

店
舗
が
加
盟
）で
使
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
募
集
世
帯
　
５
０
０
０
世
帯（
九
州
全
体
）

　
　
　
　
　
　※

応
募
者
多
数
の
場
合
、締
め
切
ら
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
10
月
１
日
〜
11
月
30
日
ま
で

■
取
組
期
間
　
平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
２
月
の
３
か
月
間
の
検
針
票「
電
気
ご
使
用
量

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ
」を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
ポ
イ
ン
ト
券
の
付
与
　
３
か
月
分
の
検
診
提
出
者
全
員
に
５
０
０
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
特
典
１
　
前
年
比
で
削
減
で
き
て
い
る
と
き
、ポ
イ
ン
ト
加
算
あ
り

　
　
　
　
　
　（
前
年
比
10
％
未
満
）２
０
０
ポ
イ
ン
ト
加
算

　
　
　
　
　
　（
前
年
比
10
％
以
上
）３
０
０
ポ
イ
ン
ト
加
算

　
　
　
　
　
特
典
２
　
削
減
者
の
中
か
ら
抽
選
で
各
県
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
申
込
方
法
　
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
役
場
環
境
課
で
も
申
込
書
と
受
付
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
先
　
九
州
版
炭
素
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
〒
８
１
０-

０
０
０
４
　
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２-

１-

８
２
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

電
気
ビ
ル
共
創
館
５
Ｆ

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２-

７
２
１-

４
９
０
５
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２-

７
２
１-

４
９
０
４

　
　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
　info@

a-ecolife.com
 

　
　
　
　
　W

eb http://w
w

w
.a-ecolife.com

◎日　時　12月14日（日）18時～20時30分 　  ◎会　場　武雄センチュリーホテル
◎参加費　男性5,000円　女性4,000円 　　◎申込締切　11月30日（日）まで
◎定　員　男性50名　女性50名（先着順） 　　
◎申込対象　真剣な交際を求める独身の方（年齢25～45歳）
◎服　装　男性　スーツ、またはジャケット着用　女性　カジュアルフォーマル

お問い合わせ・お申し込み　フォーラム12　ドリームキャッチ12実行委員会
   　　 FAX：0954-23-6144　mail：drmc1215@gmail.com

ドリームキャッチ12　Xmasパーティーのお知らせ

宝くじの助成金で太鼓等を購入しました（八町北区）宝くじの助成金で太鼓等を購入しました（八町北区）

平成26年度コミュニティ助成事業（一般コミュニティ助成事業）の助成が八
町北区に決定し、このたびハッピ・太鼓・テントを購入しました。
※コミュニティ事業は、宝くじの復及広報事業の一環として行われています。
・コミュニティ助成事業は、自治会・町内会等の地域的な共同活動を行ってい

る団体が申請できます。
・コミュニティ助成事業では、太鼓等整備（一般コミュニティ助成事業）の他

に地域防災組織育成事業・コミュニティセンター助成事業・青少年健全育成
事業等があります。

詳しくは、役場総務企画課まで問い合わせください。（８６－５６１２）
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編
集
後
記

　
幼
稚
園
、
保
育
園
の
運
動
会
。

ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
近
く
で
撮
影
し
よ

う
と
構
え
て
い
る
と
、「
〇
〇
ち
ゃ

ん
、
が
ん
ば
れ
〜
！
」
と
元
気
な

声
を
上
げ
る
子
ど
も
た
ち
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
声
の
な
ん
と
も
可
愛
ら
し

い
こ
と
。
危
う
く
撮
影
を
忘
れ
て

見
と
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
片
手
で
年
齢
を
数
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
が
、
思
い
や
り
を
既
に
理
解
し

て
い
る
こ
と
に
感
心
す
る
と
同
時

に
、
心
が
あ
た
た
か
く
な
り
ま
し

た
。

　
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
仲
間
が

い
る
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
財
産

で
す
。
仲
間
を
支
え
、
支
え
ら
れ

な
が
ら
と
も
に
成
長
し
て
い
っ
て

欲
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

訂
正
の
お
詫
び

　
広
報
こ
う
ほ
く
10
月
号
に
記
載

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い

た
し
ま
す
。
関
係
者
並
び
に
町
民

の
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

４
Ｐ 

ま
ち
の
話
題

　
誤
　
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長

　
正
　
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
前
会
長

８
Ｐ 

お
れ
た
ち
消
防
団
１
部
紹
介

　
誤
　
家
事
　
　
正
　
火
事

11
Ｐ 

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
指
定

　
　 

医
療
機
関
　
６
歳
未
満
の
欄

　
誤
　
武
岡
病
院
　×

　
正
　
武
岡
病
院
　
〇

光

白石警察署管内における平成26年9月末の
犯罪発生状況は以下のとおりです。

犯罪発生件数
うち窃盗犯

自転車盗
万引き
車上ねらい
空き巣、忍び込み等
オートバイ盗

前年対比　－96件
前年対比　－73件

前年対比　－18件
前年対比　  －1件
前年対比　  －4件
前年対比　  －3件
前年対比　  －1件

※自転車盗、車上ねらいの半数以上が無施錠による被害です。
※県内において、警察官等をかたり個人情報を入手しようとする事案が連続して発生しています。

　11月９日（日）から15日（土）の１週間全国一斉に秋季全国火災予防運動が実施されます。
　これからの季節は、空気が乾燥し火災が大変起こりやすくなります。火の取扱いには十分注
意し、火災を起こさないようにしましょう。
　また、平成23年６月１日から住宅用火災警報器の設置が義務
化されました。住宅用火災警報器を設置することにより火災で
の死者を１/３まで減少できます。
　家族の命と財産を守るために住宅用火災警報器の設置をお願
いします。

消防署は住宅用火災警報器、消火器などの訪問販売等は行っていません。
不審な場合は消防署まで御連絡ください。

103件
81件

17件
15件
11件
17件
2件

身近な犯罪の発生状況は

鍵を必ず
かけましょう。

秋の全国火災予防運動実施中

お問い合わせ　白石消防署　予防係　℡０９５２－８４－３２８３

火の用心！白石消防署からのお知らせです。
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いきいき健康カレンダー

※武雄地区休日急患センター
・診察時間：午前9時～午後5時（日曜・祝日）　　小児夜間救急（診療）：午後7時～午後9時（土曜・日曜・祝日）

白石消防署管内　日曜・祭日在宅医当番予定表
月

11

日

2
3
9
16
23
24
30

日
月：文化の日

日
日

日：勤労感謝の日
月：振替休日

日

0952-87-3737
0954-65-2046
0952-87-2107
0952-84-2842
0952-86-2533
0952-84-2155
0952-82-3161

0952-82-3161
0952-82-5551
0954-65-5006
0954-65-2066
0954-65-3129
0954-65-2059
0952-84-5880

原田内科医院（白石町）
溝口医院（白石町）
池上内科（白石町）
有明医院（白石町）
古賀小児科内科病院（江北町）
吉村医院（白石町）
順天堂病院（大町町）

順天堂病院（大町町）
川﨑整形外科（大町町）
白浜医院（白石町）
有島クリニック（白石町）
高島病院（白石町）
森外科医院（白石町）
藤井整形外科（白石町）

曜日
当番施設名 電話番号 当番施設名 電話番号

内　　　　　科 外　　　　　科

新着本おすすめ

『ねずみがぱくっ！』

『じゃがいもじゃがじゃがさつまいも』

『どんぐりむらのほんやさん』

『あきやさいのあきわっしょい！』

『きらきらは・は・歯』

●随時、新しい本が入ってきています。新着本など、本の検索は
ネイブルのホームページからでもできますので、どうぞご利
用ください。

●リクエストも受付けております。お気軽にカウンターまでど
うぞ。

●毎月第３土曜日におはなし会を行っています。
　 次回は11月15日（土）午後２時からです。　　　　　　
●ネイブルからのお願い：本を借りる人は、
　バッグをご持参下さい。

絵　本

『もったいないばあさんの　
てんごくとじごくのはなし』
真珠 まりこ・絵・作

西村 敏雄・作

長野 ヒデ子・作・絵

なかや みわ・作

柿田 ゆかり・絵

長谷川 義史・絵 
他

11月

9日～10月
14金
18火
20木
21金
21金
27木

特定健診
1歳半健診
ベビーとママのにこにこ教室
2ヵ月児相談
健康相談
乳児健診
離乳食教室

8:30～10:30
13:00～13:15
9:45～10:00
9:30～  9:45
9:30～10:30

13:00～13:15
10:15～10:30

8:30～10:30
13:00～15:00
10:00～11:30
10:00～11:00
9:30～11:00

13:00～15:00
10:30～12:00

保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

事 　 業 　 名 受付時間 時間帯 場　所

『超かんたんけん玉教室』

『中学生中間・期末テストの勉強法』

『らくごで笑児科』

『ドタバタヒーロードジルくん』

『流れ星☆ぼくらの願いがかなうとき』

児童書

『風船教室』
吉野 万里子・作

日本けん玉協会・監修

高濱 正伸　大塚 剛史・著

斉藤 洋・作

大空 なごむ・作・絵

白矢 三恵・作

『教師の本分　生徒と我が子の入学式、
どっちが大事か？』

『ニッポンの和牛　和牛を語れるようになる！』

『女性管理職のための〈リーダーシップ〉
セミナーＱ&Ａ』

『阿蘭陀西鶴』

『フォルトゥナの瞳』

一般書

『竹鶴政孝とウイスキー』
土屋 守・著

尾木 直樹・著

枻出版社

花村 邦昭・著

朝井 まかて・著

百田 尚樹・著

図書コーナーより
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日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5 6 7 8

1

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 12月1日 12月2日 12月3日 12月4日 12月5日 12月6日

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

可燃物粗大ごみ 可燃物

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック不燃物 不燃物
可燃物

容器包装プラスチック可燃物

粗大ごみ

粗大ごみ 可燃物

可燃物 可燃物不燃物 不燃物
可燃物

可燃物 可燃物 容器包装プラスチック
資源物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

・女性のための巡回相談 ・心配ごと相談日

・心配ごと相談日
  および行政相談日
・ふれあいウォーキング

・旬菜カフェNombril

・消費生活相談日

・消費生活相談日

・消費生活相談日・ビッキーふれあい
  まつり2014

・無料法律相談
 （前日までに要予約）

・日曜役場
・ふるさとクリーンデー
・小田宿まつり

・老人福祉大会 ・自治功労者等表彰式典

・町民ボウリング大会
・文化協会発表化（3日まで）

・ビッキーふれあい
  まつり2014前夜祭

2014年11月くらしのカレンダー

A地区指定日
新宿、土元、門前、
東分、西分、花祭、
高砂、上惣、宿（バ
イパス南を含む全
地区）

B地区指定日
観音下、石原、新
町、上区、岩屋、岳、
鹿ノ口、白木、平
山、仲町、浪花町、
日ノ出

C地区指定日
上分、下分、野口、
下惣、馬場、祖子
分、江口、正徳、八
北、八中、八南、東
区、大西、南郷

★11月は、粗大ごみ収集月です。家電
５品目（エアコン・テレビ・冷凍･冷
蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機）、パソコ
ンは回収できません。BC地区

共通

リ

★買物には、マイバックを持参しましょう!
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・生ごみの水分はよく切りましょう。ごみ減量化にご協力お願いします。
・ごみ袋へ氏名・区名のご記入をお願いします。

36広
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